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Ⅰ 組織と業務

１ 名称及び所在地

宮崎県総合農業試験場 病害虫防除・肥料検査課

（兼 宮崎県病害虫防除・肥料検査センター ※ H23.4 ～）
宮崎県宮崎市佐土原町下那珂５８０５番地

２ 管轄区域

県内全域 （９市１４町３村）

３ 職員及び業務

職 員 業 務

課長(所長) 吉 留 浩

主 幹 松 浦 明

主 査 森 下 勝

〃 黒 木 匠 子

専門技師 寺 本 敏

専門技師 福 田 武 美

非常勤職員 今 村 幸 久

〃 吉留雅輝(4～ 6月)
〃 久保知佳(7～ 3月)

(兼務職員)

土壌環境部

副 部 長 永 井 浩 幸

主任技師 吉 留 悠 太

技 師 田 上 遊 里

４ 業務分掌表（病害虫防除関係のみ記載）

主担当 副担当 分 掌 事 務

吉 留 松 浦 １ 病害虫防除・肥料検査課の総括に関すること

１ 植物防疫関係事業の総括に関すること

松 浦 森 下 ２ 病害虫発生予察並びに情報作成の総括に関すること

３ 農薬取締に関すること

４ 各種協議会の総括に関すること

５ 全国的なサーベイデータ蓄積及び分析に関すること

１ 病害虫の発生予察及び情報の提供に関すること

２ 病害虫の適正防除指導に関すること

３ 病害虫の診断及び検定に関すること

４ 重要病害虫の侵入警戒調査に関すること

５ 農薬指導取締に関すること

６ 農薬安全使用指導に関すること

７ その他植物防疫に関すること

８ 肥料の分析及び取締に関すること



主担当 副担当 分 掌 事 務

１ 野菜（きゅうり、ピーマンなど）、花きの病害虫発生予察

森 下 松 浦 に関すること

２ 発生予察関連資料の作成に関すること

３ 宮崎方式 ICM技術確立事業に関すること
４ 農薬取締に関すること

１ 普通作物等の病害虫発生予察に関すること

黒 木 寺 本 ２ 特殊病害虫侵入警戒調査対策事業に関すること

３ 病害虫診断対策に関すること

４ 農薬取締に関すること

１ 果樹・茶等の病害虫発生予察に関すること

２ サトイモ疫病総合防除対策技術に関すること

寺 本 黒 木 ３ 情報ネットワーク保守・管理に関すること

４ 病害虫診断対策に関すること

５ 農薬取締に関すること

１ 野菜（トマト、イチゴ、露地野菜など）の病害虫発生予察

吉留(雅) 松 浦 に関すること

倉 永 ２ 発生予察関連資料の作成に関すること

３ 薬品の保管管理に関すること



Ⅱ 事 業 実 績
１ 農作物有害動植物発生予察事業

病害虫発生予察事業は、病害虫の防除を適時で経済的なものにするため、その発生分布・

繁殖・気象・農作物の生育状況等を調査し、病害虫による損害の発生を予察し、これに基づ

く発生予察情報を関係者に提供するものである。

農作物有害動植物発生予察事業実施要綱及び同実施要領に準拠し、予察ほ場の定点調査及

び巡回調査を行って病害虫予察方法の確立に努め、発生予報・警報・注意報・特殊報・防除

情報を発表して病害虫防除対策の資料にした。

１）調査の種類及び方法

(1) 指定病害虫

区分 対象作物名 有 害 動 植 物 名 （種類数）

普通 イネ 稲こうじ病、いもち病、縞葉枯病、ばか苗病、もみ枯細菌病、紋枯病、
作物 イネミズソウムシ、コブノメイガ、セジロウンカ、ツマグロヨコバイ、

トビイロウンカ、ニカメイガ、斑点米カメムシ類（クモヘリカメムシ、
アカスジカスミカメ、ホソハリカメムシ、シラホシカメムシ、ミナミ
アオカメムシ）、ヒメトビウンカ、フタオビコヤガ(１５）

サツマイモ ハスモンヨトウ （１）

ジャガイモ 疫病、アブラムシ類（ジャガイモヒゲナガアブラムシ、ワタアブラム
シ、モモアカアブラムシ）、ハスモンヨトウ（３）

ダイズ アブラムシ類（ダイズアブラムシ）、吸実性カメムシ類(ミナミアオ
カメムシ、アオクサカメムシ、イチモンジカメムシ) 、ハスモンヨト
ウ（３）

果樹 カンキツ かいよう病、黒点病、そうか病、アブラムシ類（ワタアブラムシ、ミ
等作 カンクロアブラムシ）、ハダニ類（ミカンハダニ）、果樹カメムシ類
物 （ツヤアオカメムシ、チャバネアオカメムシ）（６）

チャ 炭疽病、チャノホソガ、ハマキムシ類（チャノコカクモンハマキ、チ
ャハマキ）、ハダニ類(カンザワハダニ ) （４）

野菜 キュウリ うどんこ病、褐斑病、灰色かび病、べと病、アザミウマ類（ミナミキ
イロアザミウマ）、アブラムシ類（ワタアブラムシ）、コナジラミ類
（タバココナジラミ）、ハスモンヨトウ （８）

ピーマン うどんこ病、アブラムシ類（ワタアブラムシ、モモアカアブラムシ）、
ハスモンヨトウ、オオタバコガ、ヨトウガ（５）

トマト 疫病、灰色かび病、葉かび病、アブラムシ類（ワタアブラムシ、モモ
アカアブラムシ）、コナジラミ類（タバココナジラミ、オンシツコナ
ジラミ）、ハスモンヨトウ（６）

ダイコン アブラムシ類（ニセダイコンアブラムシ）、ハスモンヨトウ、コナガ、
ヨトウガ（４）

イチゴ うどんこ病、炭疽病、灰色かび病、アザミウマ類（チャノキイロアザ
ミウマ、ミカンキイロアザミウマ、ヒラズハナアザミウマ）、アブラ
ムシ類（ワタアブラムシ）、ハダニ類（ナミハダニ、カンザワハダニ）、
ハスモンヨトウ、オオタバコガ、ヨトウガ（９）



(2) 指定外病害虫

区分 対象作物名 有 害 動 植 物 名

普通 イネ 萎縮病、ごま葉枯病、白葉枯病、苗立枯病、黄萎病、黄化萎縮病、内

作物 穎褐変病、アワヨトウ、イチモンジセセリ、イネゾウムシ、イネヒメ

ハモグリバエ、イネヨトウ、スクミリンゴガイ、イネシンガレセンチ

ュウ（１４）

サツマイモ 立枯病、つる割病、紫紋羽病、アブラムシ類、イモキバガ、エビガラ

スズメ、ナカジロシタバ（７）

ジャガイモ ニジュウヤホシテントウ、葉巻病（２）

ダイズ さび病、紫斑病、葉焼病、べと病、モザイク病、ウコンノメイガ、シ

ロイチモジマダラメイガ、ダイズサヤタマバエ、ハダニ類、フタスジ

ヒメハムシ、コガネムシ類（マメコガネ）、マメシンクイガ、マメヒ

メサヤムシ類、食様性鱗翅目幼虫（ミツモンキンウワバ）（１４）

果樹 カンキツ 青・緑かび病、灰色かび病、果樹吸蛾類、コアオハナムグリ、アザミ

等作 ウマ類（チャノキイロアザミウマ）、ヒメヒラタケシキスイ、ミカン

物 ハモグリガ（７）

チャ 網もち病、白星病、もち病、輪斑病、クワシロカイガラムシ、アザミ

ウマ類（チャノキイロアザミウマ）、チャノミドリヒメヨコバイ、ツ

マグロアオカスミカメ（８）

野菜 キュウリ 疫病、退緑黄化病（CCYV）、黄化えそ病（MYSV）、菌核病、炭疽病、
つる枯病、つる割病、斑点細菌病、モザイク病、ウリノメイガ、ウリ

ハムシ、チャノホコリダニ、ハモグリバエ類、ワタヘリクロノメイガ

（１４）

ピーマン 青枯病、疫病、黄化えそ病（TSWV）、菌核病、軟腐病、灰色かび病、
白斑病、斑点細菌病、斑点病、モザイク病、黒枯病、タバココナジラ

ミ、タバコガ類、チャノホコリダニ、ハダニ類、ヒラズハナアザミウ

マ、ミナミキイロアザミウマ（１７）

トマト 青枯病、萎凋病、うどんこ病、すすかび病、モザイク病、黄化葉巻病

（TYLCV）、褐色輪紋病、菌核病、軟腐病、斑点病、輪紋病、ハモグ
リバエ類（１２）

ダイコン 萎黄病、べと病、モザイク病、炭疽病、軟腐病、キスジノミハムシ、

ハムシ類（ダイコンサルハムシ）（７）

イチゴ 萎黄病、じゃのめ病、菌核病、輪斑病、コナジラミ類 （５）

サトイモ 疫病（１）



(3) 巡回調査ほ場数

地域

対象作物

11 6 12 4 33

5 10 8 10 8 41

1 6 7

4 4 4 12

2 4 4 10

8 4 2 4 18

2 1 4 2 4 4 17

9 1 2 3 15

3 2 6 11

3 5 2 10

6 4 10

2 3 3 4 12

5 4 4 1 14

57 18 37 17 42 27 12 210

カンキツ

早期水稲

普通期水稲

ダイズ

サツマイモ

ジャガイモ

東臼杵 西臼杵 計

計

サトイモ

中部 南那珂 北諸県 西諸県 児湯

チャ

冬春キュウリ

冬春ピーマン

冬春トマト

ダイコン

冬春イチゴ



２) 主要農作物の病害虫発生概況（令和元年産）

(1) 早期水稲

スクミリンゴガイは４月中旬の発生面積率が平年比やや多、発生程度が多（病害虫発生

予察注意報第１号（H31.4.19））で、５月中旬も同様の傾向であった。

葉いもちの初発生は６月13日で平年よりも遅い発生であった。６月下旬にいもち病に好

適な気象条件が数回あったが、好適条件が連続することはなく、発生量は平年並であった。

紋枯病は出穂期頃から見られ、成熟期の発生面積率、発生程度は平年並であった。

斑点米カメムシ類は、６月上旬のイタリアンライグラス等飼料作物での生息密度は平年

よりやや多、６月中旬の本田での発生面積率は平年並、発生程度が平年比多（病害虫予察

注意報第２号（R1.6.20））であった。その後の６月下旬の本田での発生面積率は平年比や

や多、発生程度は平年並であった。

(2) 普通期水稲

葉いもちは７月中旬から発生が確認された。平年より梅雨明けが遅かったものの、７～

８月の高温により進展が抑制され、８月中旬の発生面積率、発病度は平年並であった。

紋枯病は８月中旬の巡回調査から確認され、発生量は期間を通して平年並で推移した。

セジロウンカは初飛来が平年並の６月６日で、県内の広い範囲で断続的な飛来が見られ

たのは７月に入ってからであり、誘殺頭数はやや少なく推移した。

トビイロウンカは初飛来が６月６日で平年より早く、その後６月下旬から断続的に飛来

を確認し、県内への飛来回数、飛来量は多かった（病害虫防除情報第４号（R1.7.23)）。

その後、７月下旬の巡回調査における発生面積率、発生程度が平年比やや多（病害虫発生

予察注意報第４号(R1.8.1)）となり、８月中旬の巡回調査では発生面積率、発生程度が平

年比多（病害虫発生予察警報第１号(R1.8.19)）となった。８月下旬の巡回調査においても

発生面積率、発生程度は平年比多で、坪枯れが発生し始めた（病害虫防除情報第５号(R1.

8.30)）。度重なる飛来により、トビイロウンカの世代が複雑になり、防除効果が得られに

くい状況であったと考えられる。

コブノメイガは初飛来が６月16日で前年よりも早かった。７月から８月の巡回調査では

発生面積率、発生程度は平年よりやや多であった。

斑点米カメムシ類は８月中旬の巡回調査では発生面積率は平年に比べて多、発生程度は

やや多の発生であったが、10月中旬の発生程度は平年並であった。

(3) カンショ

ナカジロシタバやハスモンヨトウ、イモキバガの発生量は期間を通して平年並で推移し

た。また、６月上旬の調査で、サツマイモ基腐病（病害虫防除情報第２号(R1.6.25))を確

認し、その後８月下旬頃から地上部の枯れが目立ち始めた。

(4) 大豆

べと病の９月（着莢期）の発生面積率及び発生程度は平年より少であり、その後の収穫

物調査でも被害粒は平年に比べてやや少の発生であった。

ハスモンヨトウの発生面積率は平年並～少で推移した。吸汁性カメムシは９月の発生面

積率及び程度は多発生であったが、10月は平年よりやや少の発生であった。



(5) ジャガイモ

疫病は、５月中旬の発生量は平年並であった。また、ニジュウヤホシテントウの５月中

旬の発生面積率は平年並、アブラムシ及びハスモンヨトウは平年よりやや少ない発生であ

った。

(6) かんきつ類 (露地栽培)

そうか病は、初発時期が葉・果実とも平年より早く、発生量は葉がやや多、果実が平

年並であった。黒点病は、初発が葉で平年並、果実でやや早く、発生量は平年並～やや

少で推移した。かいよう病については、初発が遅く、発生量は葉が平年並であったが、

果実では８月以降に増加した。

ミカンハダニは、越冬量が平年に比べ少なく、その後も少発生で推移した。

果樹カメムシ類のトラップ誘殺数は、フェロモントラップでは、チャバネアオカメムシ

が平年並、ツヤアオカメムシがやや多、予察灯では、チャバネアオカメムシがやや少、ツ

ヤアオカメムシが平年並であった。

(7) 茶

炭疽病、輪斑病は平年並、もち病は山間部を主体に多の発生であった。

チョウ目害虫（チャノコカクモンハマキ、チャハマキ、チャノホソガ）のフェロモント

ラップによる誘殺数は、チャノコカクモンハマキが一部地域で多かったものの、全般的に

は３種とも平年並であった。ほ場での発生は、チャノホソガが９月にやや多かったものの、

全般的には平年並、チャノコカクモンハマキとチャハマキは一部地域で発生がみられた。

カンザワハダニについては、越冬後の寄生密度は平年並で、その後も平年並～少の発生

であった。

クワシロカイガラムシは一部園地で７月と10月の発生が増加したが、全体的に少発生で

推移した。

(8) 冬春きゅうり（栽培期間：平成30年９月～令和元年６月）

べと病は栽培当初から発生が多く、12月以降は平年より多の発生で推移した（病害虫発

生予察注意報第４号(H30.12.25））。うどんこ病は12月までおおむね平年並の発生であっ

たが、１月以降は発生面積が平年よりやや多の発生となった。褐斑病は期間を通して平年

並の発生であった。黄化えそ病は、栽培当初は前年・前々年より多い発生であったが、12

月以降は比較的少ない発生となった。

その他病害については、平年並からやや少の発生であった。

ミナミキイロアザミウマは栽培当初は平年並の発生であったが、11月以降発は平年より

もやや少～少の発生で推移した。タバココナジラミは年内は平年より少の発生であったが、

１月以降は平年並の発生となった。

その他虫害についてはおおむね平年並の発生であった。

(9) 冬春ピ－マン（栽培期間：平成30年９月～令和元年６月）

斑点病は11月まで発生が確認されず、12月以降も平年並以下の発生であった。黒枯病は

10月と12月以外のつきには発生を確認しておらず、平年並の発生であった。うどんこ病は

期間を通しておおむね平年並の発生であった。

その他病害については平年並の発生であった。

ミナミキイロアザミウマは、栽培当初から発生が少なく、期間を通して平年よりやや少

～少の発生となった。一方、ヒラズハナアザミウマは11月以降の発生面積率が平年より多

の発生で推移した（病害虫発生予察注意報第３号(H30.12.25））。タバココナジラミは12



月までおおむね平年並の発生であったが、１月以降は平年よりやや多の発生となった。

その他虫害についてはおおむね平年並の発生であった。

(10) 冬春トマト（栽培期間：平成30年９月～令和元年６月）

葉かび病は12月まで発生はほとんど確認されなかったが、１～２月に平年より多の発生

になり、３月以降は平年並の発生となった。すすかび病は10～11月の発生面積が平年より

多、発生程度がやや多の発生となり、12月以降も平年よりやや多の発生であった。そのた

め葉かび病とすすかび病については病害虫防除情報第８号（H30.11.30)と病害虫発生予察

注意報第６号(H31.2.27）を発出した。灰色かび病は期間を通して平年並以下の発生であっ

た（病害虫防除情報第８号（H30.11.30)）。黄化葉巻病は、12月と４月以外は発生が確認

されず、おおむね平年並の発生となった。褐色輪紋病は１月まで発生が確認されなかった

が、２月以降２調査地点で発生が確認された。

その他病害については平年並の発生であった。

タバココナジラミは定植直後から発生がみられたが、栽培期間を通して平年並の発生で

あった。

その他害虫についてはおおむね平年並の発生であった。

(11) いちご（栽培期間：平成30年９月～令和元年５月）

うどんこ病は定植直後から葉で発生がみられたが、栽培期間を通して平年並～少の発生

であった。

その他病害についてはおおむね平年並の発生であった。

ハダニ類は期間を通して平年よりやや少～少の発生であった。アブラムシ類は11月に平

年よりやや多の発生であったが、それ以外の月は平年よりやや少～少の発生で推移した。

ハスモンヨトウは期間を通して平年並～やや少の発生となった。ヒラズハナアザミウマは

11月まで発生が確認されなかったが、12月以降平年よりやや多～多の発生となった（病害

虫発生予察注意報第５号(H31.2.27））。

その他害虫については、平年並以下の発生であった。

(12) 秋冬だいこん（栽培期間：平成30年９月～30年12月）

モザイク病、べと病、萎黄病、軟腐病いずれも病害も平年並の発生であった。

アブラムシ、ダイコンサルハムシ、キスジノミハムシ、コナガいずれの害虫も平年より

やや少の発生であった。

(13)サトイモ（栽培期間：平成31年３月～令和元年９月）

サトイモ疫病は、６月26日に現地からの発生確認情報があり、病害虫防除情報第３号

（R1.7.2）を発出して防除を呼びかけた。巡回調査においても７月４日に初発生を確認し

た。初発確認は前年より３週間ほど遅かったが、その後の病勢は、７月20日（台風７号）

と８月６日（台風８号）に接近または上陸した台風の影響もあり、７月下旬から８月中旬

にかけて急速に進展した。発生ほ場率は８月中旬に100％、発病株率は９月上旬に100％と

なった。



３）水稲、かんきつ病害の初発日ならびにウンカ類の初飛来日

(1)水稲、かんきつ病害の初発日

ア．水稲

早期水稲 普通期水稲

種 別 本 年 平 年 前 年 本 年 平 年 前 年

葉いもち 6.13 5.24 5.30 7.08 7.01 6.12

穂いもち 7.12 7.08 7.09 9.09 9.09 9.10

紋枯病 6.25 7.04 6.26 8.08 8.04 7.27

白葉枯病 － － － - - -

イ．かんきつ

春 葉 果 実

種 別 本 年 平 年 前 年 本 年 平 年 前 年

そうか病 4.25 4.30 4.25 5.10 6. 8 5.10

黒点病 5.22 5.22 5.10 6.13 6.29 6. 7

かいよう病 6.10 5.20 5.15 7. 5 6.25 7.10

(2)予察灯におけるウンカ類、ツマグロヨコバイ、コブノメイガの初飛来日

地区名 延 岡 佐土原 国 富 都 城

項 目 年次 本年 平年 前年 本年 平年 前年 本年 平年 前年 本年 平年 前年

セジロウンカ 5.18 6.13 8.09 7.04 6.19 7.25 7.05 6.26 9.11 6.21 6.14 7.19

トビイロウンカ 7.05 7.06 7.10 - 8.10 8.17 8.01 7.11 7.25 - 7.08 6.21

ヒメトビウンカ 5.24 6.18 5.23 5.18 6.28 7.08 7.26 7.11 8.02 7.01 7.23 7.10

ツマグロヨコバイ 5.18 5.23 5.22 7.09 5.28 7.05 5.16 5.18 5.22 5.16 5.24 5.08

コブノメイガ 7.21 7.17 7.12 - 8.16 8.16 7.18 8.13 9.28 9.08 7.09 8.04



４）予察灯（白色６０Ｗ）における水稲害虫の誘殺状況
（１）延岡

月 半旬 　本年 平年値 　本年 平年値 　本年 平年値 　本年 平年値

1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

2 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

　４ 3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

6 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

計 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

2 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

　５ 3 2 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

4 1 2.5 0 0.1 0 0.0 1 0.1

5 3 10.5 0 1.1 0 0.0 0 1.2

6 3 32.4 0 0.3 0 0.1 0 0.7

計 9 45.4 0 1.5 0 0.1 1 2.0

1 21 64.7 0 0.1 0 0.0 3 0.3

2 31 62.1 0 10.2 0 0.0 1 0.2

　６ 3 10 15.4 0 1.4 0 0.0 0 0.1

4 1 10.6 0 8.6 0 1.3 0 0.5

5 0 5.6 0 14.0 0 0.2 1 0.5

6 1 1.9 4 1.8 2 0.2 4 0.1

計 64 160.3 4 36.1 2 1.7 9 1.7

1 0 1.1 6 8.2 0 0.9 2 0.2

2 2 1.8 6 6.6 16 0.6 4 0.4

　７ 3 2 7.6 1 14.4 2 1.7 0 0.6

4 5 28.9 2 5.5 8 0.1 0 0.3

5 15 40.8 0 2.4 7 1.0 0 0.1

6 29 60.8 0 2.4 1 0.1 1 0.3

計 53 137.2 15 39.5 34 4.4 7 1.9

1 7 5.8 0 16.5 1 0.1 0 0.2

2 5 6.9 5 3.5 0 0.7 0 0.3

　８ 3 1 15.1 - 4.2 - 1.2 0 0.7

4 - 33.8 2 39.3 2 1.2 1 1.5

5 4 30.5 4 8.8 7 1.4 3 1.4

6 6 15.4 6 13.0 23 9.2 14 2.4

計 10 106.0 17 83.1 33 13.6 18 6.5

1 1 12.8 1 5.8 28 1.7 0 1.9

2 2 9.5 35 13.7 51 18.2 1 0.8

　９ 3 2 6.0 0 11.3 156 19.6 0 0.9

4 7 3.6 0 16.0 9 8.5 0 0.1

5 1 12.9 4 8.9 44 2.9 4 2.3

6 4 1.8 33 6.4 254 9.7 50 0.4

計 17 46.0 73 61.5 542 58.4 55 6.4

1 5 3.7 2 1.2 618 8.0 5 0.6

2 3 5.0 2 2.5 74 22.1 0 2.1

１０ 3 2 0.0 0 1.6 23 23.6 2 0.5

4 0 0.3 7 0.1 20 13.2 5 0.1

5 0 0.0 1 0.4 26 7.6 7 0.1

6 0 0.0 0 0.0 1 4.5 0 0.1

計 10 9.0 12 5.8 762 79.0 19 3.5

ツマグロヨコバイ 　セジロウンカ トビイロウンカ ヒメトビウンカ



（２）佐土原

月 半旬 　本年 平年値 　本年 平年値 　本年 平年値 　本年 平年値

1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

2 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

　４ 3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

6 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

計 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

2 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

　５ 3 0 0.4 0 0.0 0 0.0 0 0.0

4 0 0.6 0 0.0 0 0.0 0 0.0

5 0 0.4 0 0.1 0 0.0 0 0.0

6 0 1.8 0 0.3 0 0.0 0 0.0

計 0 3.2 0 0.4 0 0.0 0 0.0

1 0 1.4 0 0.0 0 0.0 0 0.0

2 1 1.6 0 0.7 0 0.0 0 0.2

　６ 3 1 4.0 0 0.1 0 0.0 0 0.2

4 0 4.4 0 1.9 0 0.0 0 0.2

5 0 1.5 0 2.3 5 0.0 0 0.0

6 0 1.5 0 4.7 0 0.0 0 0.0

計 2 14.0 0 9.7 5 0.0 0 0.6

1 0 2.1 1 4.5 1 0.1 0 0.3

2 0 4.8 0 3.8 0 0.0 0 0.1

　７ 3 0 12.2 1 0.7 6 0.2 0 0.2

4 4 19.4 1 0.3 2 0.2 1 0.1

5 15 24.3 1 1.1 0 0.0 8 0.0

6 26 42.0 0 0.6 3 0.0 0 0.0

計 45 102.9 4 11.0 12 0.5 9 0.7

1 15 26.0 1 1.3 0 0.0 4 0.2

2 3 12.7 0 0.2 0 0.0 0 0.0

　８ 3 0 23.5 0 1.1 0 0.2 0 0.0

4 5 49.2 0 1.3 2 0.2 2 0.1

5 1 13.5 81 3.0 33 0.6 1 0.5

6 2 45.9 4 4.8 3 0.6 0 0.0

計 26 170.8 86 11.7 38 1.6 7 0.8

1 1 12.6 0 1.2 6 0.6 1 0.0

2 1 6.6 1 1.9 1 0.3 1 0.2

　９ 3 5 7.8 7 9.5 40 1.6 0 0.2

4 3 4.7 1 1.6 8 1.6 0 0.1

5 7 4.9 8 0.7 20 0.2 0 0.0

6 1 0.9 0 1.3 8 0.2 0 0.4

計 17 37.5 17 16.2 75 4.5 2 0.9

1 1 0.3 6 0.3 26 0.3 0 0.0

2 0 0.3 4 0.2 44 0.0 0 0.0

１０ 3 0 0.2 0 0.0 6 0.8 0 0.0

4 0 0.0 0 0.1 1 0.0 0 0.0

5 0 0.0 1 0.2 7 0.3 0 0.0

6 0 0.1 0 0.1 0 0.2 0 0.0

計 1 0.9 11 0.9 84 1.6 0 0.0

ツマグロヨコバイ 　セジロウンカ トビイロウンカ ヒメトビウンカ



（３）国富

月 半旬 　本年 平年値 　本年 平年値 　本年 平年値 　本年 平年値

1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

2 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

　４ 3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

6 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

計 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

2 1 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

　５ 3 0 0.4 0 0.0 0 0.0 0 0.0

4 0 3.8 0 0.0 0 0.0 0 0.0

5 18 9.9 0 0.2 0 0.0 0 0.2

6 30 40.3 0 0.0 0 0.0 0 0.1

計 49 54.4 0 0.2 0 0.0 0 0.3

1 20 25.8 0 0.0 0 0.0 0 0.0

2 82 62.5 22 0.0 0 0.0 0 0.1

　６ 3 20 35.1 1 0.2 0 0.6 1 0.0

4 36 31.9 1 6.1 0 0.0 3 0.0

5 5 22.2 0 27.6 1 0.2 0 0.2

6 3 5.1 3 2.9 1 0.7 2 0.0

計 166 176.7 2 33.1 3 0.3 6 0.3

1 2 6.6 2 16.7 1 0.3 0 0.2

2 3 9.4 0 7.0 4 1.3 1 1.1

　７ 3 4 11.2 1 3.1 1 0.1 1 0.4

4 10 7.8 1 1.5 0 0.2 2 0.0

5 8 15.9 14 0.8 6 0.2 3 0.4

6 20 20.1 7 1.5 15 2.3 10 0.2

計 47 64.8 25 28.6 0 0.6 17 2.3

1 18 14.6 0 1.5 0 0.4 1 2.5

2 9 21.9 0 1.8 - 1.3 1 0.4

　８ 3 1 43.3 0 4.5 2 0.9 0 0.5

4 11 31.5 2 3.6 30 7.3 0 0.3

5 6 23.2 0 2.1 92 9.0 0 0.8

6 6 18.7 5 9.2 124 19.5 7 0.9

計 51 153.2 7 22.7 89 3.0 9 5.4

1 1 5.0 2 7.2 27 7.0 1 0.2

2 6 4.6 3 3.8 56 12.3 0 0.7

　９ 3 3 3.1 11 7.1 6 3.0 2 0.9

4 2 2.4 1 2.0 14 2.8 1 0.7

5 6 0.7 2 3.6 64 8.3 1 1.1

6 5 0.3 5 1.3 256 38.9 0 0.2

計 23 14.2 24 26.3 172 12.7 5 3.8

1 4 0.4 5 0.9 60 8.1 3 0.2

2 1 0.4 0 1.3 29 18.9 0 0.2

１０ 3 0 0.2 0 0.1 8 26.7 0 0.3

4 0 0.0 0 0.3 0 13.1 0 0.0

5 0 0.0 0 0.7 1 5.7 0 0.0

6 0 0.0 0 0.3 270 85.1 0 0.0

計 5 1 5 4 368 158 3 1

※「－」は欠測、（　）は欠測期間を除く頭数

ヒメトビウンカ　セジロウンカツマグロヨコバイ トビイロウンカ



（４）都城

月 半旬 　本年 平年値 　本年 平年値 　本年 平年値 　本年 平年値

1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

2 0 0.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0

　４ 3 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

4 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

5 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

6 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

計 0 0.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0

1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

2 0 0.1 0 0.0 0 0.0 0 0.1

　５ 3 0 0.1 0 0.0 0 0.1 0 0.1

4 1 0.7 0 0.0 0 0.0 0 0.1

5 43 0.9 0 0.0 0 0.0 0 0.0

6 23 11.6 0 0.2 0 0.0 0 0.0

計 67 13.4 0 0.2 0 0.1 0 0.3

1 75 10.1 0 0.2 0 0.0 0 0.0

2 62 30.6 1 14.2 1 0.0 0 0.0

　６ 3 23 25.6 0 3.9 0 0.0 0 0.0

4 5 8.4 0 18.4 0 0.1 0 0.0

5 2 3.3 0 73.4 0 8.6 0 0.2

6 3 7.9 1 15.0 1 1.2 0 0.7

計 170 85.9 2 125.1 2 9.9 0 0.9

1 2 3.1 0 465.8 1 5.0 0 0.1

2 3 4.2 2 10.0 0 0.6 0 0.2

　７ 3 12 13.9 4 20.4 20 0.8 1 0.2

4 46 29.3 3 3.9 2 0.3 1 0.2

5 40 84.6 1 14.3 0 1.1 0 1.2

6 91 134.5 13 22.9 2 3.6 0 3.3

計 194 269.6 23 537.3 25 11.4 2 5.2

1 36 69.5 0 14.2 2 1.9 0 1.3

2 27 72.1 0 5.7 4 2.4 0 0.3

　８ 3 14 90.6 0 10.0 0 2.7 0 0.9

4 - 105.1 - 8.7 - 1.4 - 0.3

5 60 111.3 1 6.2 11 3.8 4 0.6

6 84 99.4 0 17.4 4 6.0 0 1.3

計 221 531.7 1 58.3 21 17.4 4 4.6

1 45 62.3 3 10.6 18 12.2 5 0.5

2 27 47.2 6 10.9 114 23.5 1 0.7

　９ 3 25 10.7 0 6.0 21 7.8 2 0.2

4 80 12.5 0 5.8 24 7.6 6 0.6

5 70 8.7 4 8.4 54 16.9 0 0.5

6 60 9.9 9 3.1 121 26.8 0 0.0

計 307 150.3 22 44.5 352 92.1 14 2.5

1 13 24.3 4 2.6 126 89.8 12 0.4

2 0 5.7 0 3.0 79 106.6 0 0.8

１０ 3 0 2.5 0 0.7 71 36.7 0 0.3

4 0 2.1 2 1.2 30 99.4 0 0.2

5 0 0.1 1 0.5 11 65.3 0 0.5

6 0 0.3 0 1.0 2 34.8 0 0.0

計 13 35.0 7 9.0 319 432.6 12 2.2

※「－」は欠測、（　）は欠測期間を除く頭数

ツマグロヨコバイ 　セジロウンカ トビイロウンカ ヒメトビウンカ



５）フェロモントラップによる誘殺状況

（１）チャハマキの誘殺状況

本年 平年 前年 本年 平年 前年 本年 平年 前年

1

2

3

4 1 0 0 0 4 0

5 0 4 2 2 11 2

6 11 24 8 16 25 6

1 10 30 37 7 14 21 19 20 6

2 10 35 41 6 8 11 14 14 0

3 11 45 16 3 4 2 4 7 0

4 57 43 48 12 5 21 60 8 3

5 49 51 105 10 9 52 61 12 7

6 21 44 36 4 7 8 41 12 3

1 6 38 20 1 7 3 34 9 1

2 5 29 10 1 5 2 21 7 1

3 5 14 1 1 1 2 10 7 1

4 8 5 8 0 2 9 5 4 5

5 4 3 3 0 1 4 6 3 2

6 2 4 2 0 3 11 3 6 1

1 0 5 4 2 6 26 5 7 1

2 1 26 12 9 16 16 23 14 1

3 7 33 31 9 19 8 23 13 4

4 8 33 43 6 13 3 16 10 8

5 8 33 41 1 6 8 6 9 14

6 9 27 41 1 6 7 4 9 8

1 7 21 26 1 5 4 2 8 4

2 5 13 4 0 4 0 0 5 0

3 3 6 1 0 2 1 1 3 1

4 3 16 22 5 2 2 0 1 1

5 4 20 30 2 2 2 0 1 1

6 4 41 3 1 5 0 0 2 1

1 1 53 3 0 9 0 0 3 1

2 20 31 1 4 7 0 2 2 0

3 8 22 0 1 4 0 2 2 0

4 0 15 2 0 4 0 1 2 1

5 0 9 34 0 3 0 1 4 4

6 1 13 40 3 7 0 0 4 4

1 44 18 23 4 8 0 1 4 3

2 64 8 16 5 10 0 2 6 2

3 29 12 48 5 14 9 2 6 2

4 9 27 46 2 15 9 1 6 3

5 3 37 31 0 18 5 0 6 6

6 0 50 0 0 21 0 0 8 0

1 59 37 31 31 36 8 3 10 14

2 30 26 43 35 27 9 4 9 18

3 9 20 58 34 14 6 4 9 22

4 0 12 38 14 8 5 1 9 24

5 2 9 21 10 6 4 1 7 18

6 2 5 3 5 5 4 0 4 8

※「－」は欠測
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チャハマキのフェロモントラップ誘殺状況（2019年）
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（２）チャノコカクモンハマキの誘殺状況

本年 平年 前年 本年 平年 前年 本年 平年 前年

1

2

3

4 1 1 1 0 1 0

5 3 0 0 0 1 1

6 4 2 1 3 2 3

1 84 8 7 17 15 4 5 10 3

2 135 16 19 29 18 1 8 9 0

3 128 30 33 36 45 29 10 10 3

4 167 30 52 35 49 35 16 13 4

5 130 31 74 27 58 35 16 17 4

6 59 21 23 16 50 11 14 17 3

1 16 24 8 11 38 9 4 16 3

2 19 14 3 9 35 5 6 13 2

3 16 7 1 6 24 1 7 8 0

4 2 5 0 0 13 0 1 4 0

5 1 3 0 2 10 0 3 3 0

6 16 6 8 6 10 4 6 5 3

1 37 14 19 16 16 8 11 12 5

2 82 41 64 54 44 79 28 26 13

3 146 66 51 42 55 42 30 30 7

4 102 82 38 29 53 16 29 24 4

5 13 97 26 16 49 9 29 16 4

6 29 40 15 13 26 3 6 12 1

1 15 20 10 10 14 1 4 6 1

2 8 10 5 13 7 0 2 3 1

3 10 17 29 21 12 6 1 4 4

4 112 61 64 30 33 3 5 6 3

5 93 89 73 33 50 1 14 9 2

6 83 85 21 32 56 3 19 12 3

1 49 38 5 9 34 1 6 8 1

2 19 16 4 4 17 1 9 5 2

3 9 9 3 7 17 1 9 5 2

4 2 22 1 8 13 2 10 4 0

5 2 53 21 8 19 2 10 5 1

6 23 52 97 32 75 2 23 9 2

1 51 60 116 15 49 2 19 10 2

2 66 35 36 6 45 4 15 10 1

3 51 16 12 9 46 5 4 7 1

4 39 16 7 18 49 5 4 5 1

5 33 23 8 22 50 3 5 6 1

6 28 17 0 26 50 0 5 6 0

1 29 21 30 42 46 14 28 7 7

2 44 21 44 60 53 16 61 8 7

3 59 22 70 74 60 8 72 9 3

4 79 23 92 80 43 8 26 14 5

5 80 26 75 55 46 9 15 12 4

6 49 25 40 23 47 9 5 11 2

※「－」は欠測
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チャノコカクモンハマキのフェロモントラップ誘殺状況（2019年）
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（３）チャノホソガの誘殺状況

本年 平年 前年 本年 平年 前年 本年 平年 前年

1

2

3

4 112 54 64 39 14 162

5 173 18 116 23 66 132

6 72 37 118 57 103 181

1 22 130 43 69 169 62 115 156 149

2 10 71 1 50 147 1 117 193 33

3 5 41 0 39 91 0 60 94 8

4 10 31 0 32 52 1 51 52 2

5 7 13 0 19 31 3 31 38 1

6 0 2 0 1 4 0 4 5 0

1 0 2 5 0 2 2 1 3 3

2 7 21 138 5 14 107 15 37 146

3 57 160 337 57 62 264 41 172 361

4 237 241 686 252 481 1,200 106 414 371

5 435 391 1,157 636 741 823 161 428 254

6 397 593 1,264 712 1,225 502 177 402 165

1 153 347 216 389 896 111 106 246 59

2 51 160 42 126 688 22 48 160 20

3 23 159 574 40 304 98 46 124 262

4 20 187 928 65 136 150 81 189 609

5 26 266 927 136 215 155 136 404 1,354

6 1,257 528 1,565 165 370 317 299 442 758

1 1,133 535 1,155 123 576 270 288 459 421

2 704 559 299 82 745 139 209 329 141

3 184 488 883 64 672 50 102 177 497

4 251 421 1,166 151 385 118 119 223 1,035

5 392 558 1,117 208 278 172 136 442 1,195

6 473 610 204 287 375 252 200 542 482

1 211 476 4 226 476 60 206 436 213

2 76 257 14 230 405 57 222 216 131

3 70 170 38 295 267 70 256 189 168

4 66 356 106 338 277 127 279 340 538

5 66 632 369 338 338 79 279 912 3,130

6 2,524 673 380 1,725 555 72 1,370 1,242 2,854

1 1,734 521 184 1,079 550 61 1,083 858 841

2 1,008 294 126 823 586 91 865 641 290

3 175 232 284 1,343 710 148 611 419 558

4 422 468 371 791 813 112 1,431 592 924

5 993 498 442 449 655 38 1,630 891 1,371

6 1,757 577 0 143 916 0 1,621 879 0

1 2,036 598 221 235 1,268 263 2,921 851 998

2 1,125 587 275 775 1,164 410 2,017 740 1,221

3 441 516 271 1,143 947 739 1,218 627 1,118

4 133 367 248 1,172 775 593 432 456 647

5 147 196 320 1,854 759 429 943 401 406

6 94 231 438 1,385 853 237 770 349 222

※「－」は欠測
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チャノホソガのフェロモントラップ誘殺状況（2019年）
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（４）ハスモンヨトウ（雄成虫）の誘殺状況

本　年 平　年 前　年 本　年 平　年 前　年 本　年 平　年 前　年
1 11.0 13.9 16.9 3.0 3.7 0.9 25.9 20.3 35.4
2 16.9 18.1 4.3 3.7 7.3 1.4 33.1 35.0 40.0
3 18.6 26.4 12.9 4.3 11.6 3.1 25.7 44.4 42.3
4 21.4 22.0 15.6 6.0 8.2 5.0 26.9 36.3 39.7
5 24.4 26.0 16.4 10.4 8.8 7.1 40.6 32.6 35.0
6 27.9 31.5 18.3 16.4 7.5 14.2 60.7 42.1 32.5
1 54.3 41.9 31.1 12.1 19.7 93.7 81.4 70.4 102.5
2 44.0 47.2 34.9 17.7 32.0 139.0 75.0 98.0 141.7
3 36.0 49.4 35.7 24.6 49.0 177.1 79.1 109.2 174.3
4 31.4 52.2 42.9 37.1 56.0 126.4 112.9 113.4 100.0
5 39.4 50.4 26.1 29.1 55.4 100.7 99.7 90.2 90.6
6 53.6 60.4 44.6 36.0 64.8 122.9 82.7 102.4 121.4
1 51.3 58.7 81.4 56.3 76.1 140.0 61.4 105.4 135.0
2 65.0 60.9 27.1 150.0 85.0 50.7 141.4 112.2 72.1
3 146.1 74.2 38.3 168.3 86.3 49.9 298.6 129.0 82.9
4 141.9 71.5 48.6 138.6 85.5 58.9 252.1 113.4 86.4
5 105.0 79.5 60.0 87.1 85.9 97.1 123.6 124.6 72.1
6 45.0 73.6 57.1 106.4 87.3 138.3 191.4 105.9 97.9
1 24.5 64.4 43.6 89.6 98.5 144.9 106.1 94.0 81.4
2 20.5 67.5 24.3 58.1 84.6 139.3 44.6 75.0 47.1
3 35.0 94.5 42.1 27.9 71.9 44.3 37.9 80.1 48.6
4 148.6 112.9 60.6 195.0 86.1 61.4 240.0 80.3 62.7
5 78.3 104.8 73.7 171.9 76.9 81.9 135.4 76.1 81.0
6 39.8 110.1 92.6 154.1 86.4 141.4 75.9 107.6 139.7
1 36.3 102.9 30.0 64.8 81.0 74.3 66.8 113.9 65.7
2 35.0 122.3 40.3 33.8 92.2 46.0 100.6 127.0 65.7
3 79.4 140.9 58.3 106.9 111.7 74.4 135.8 145.4 87.9
4 108.9 163.3 102.9 155.7 137.6 263.6 159.3 180.6 176.4
5 108.9 148.2 66.3 155.7 158.0 221.3 159.3 176.7 103.9
6 84.6 202.0 129.0 271.9 211.3 302.1 245.4 229.9 188.1
1 67.1 164.6 143.6 196.1 181.4 287.7 147.6 216.2 212.3
2 85.3 147.0 86.4 160.3 169.3 267.1 145.7 230.1 150.0
3 146.4 144.8 56.7 135.7 188.6 110.0 314.3 218.7 123.7
4 327.6 169.0 101.3 328.3 181.3 190.1 329.7 267.4 188.0
5 280.9 190.8 179.3 308.4 208.5 369.3 346.7 328.5 294.3
6 142.9 175.0 110.4 206.4 193.2 186.1 366.4 333.4 261.4
1 156.4 245.3 110.4 255.7 214.4 186.1 412.9 399.7 261.4
2 170.1 247.8 126.9 172.6 156.2 193.4 419.3 353.6 278.7
3 162.7 224.1 192.9 120.6 144.7 222.9 391.4 337.6 347.9
4 96.3 217.8 242.0 134.4 149.4 217.7 262.5 314.3 362.1
5 180.0 201.0 243.1 265.3 135.9 199.0 503.5 341.5 384.3
6 141.5 232.6 226.4 211.5 109.4 172.9 398.5 403.9 412.1

※　「－」は欠測

９
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月 半旬
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８



ハスモンヨトウのフェロモントラップ誘殺状況（2019年）
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（５）タバコガ・オオタバコガ（雄成虫）の誘殺状況

本　年 平　年 前　年 本　年 平　年 前　年
1 0 0 0 2 0 0
2 0 0 1 2 0 1
3 0 0 0 0 0 0
4 0 0 1 0 1 2
5 0 1 1 0 2 4
6 1 1 1 0 1 2
1 0 2 5 1 2 6
2 3 5 5 2 2 6
3 5 7 5 3 4 5
4 6 11 8 5 5 3
5 6 12 6 2 3 2
6 8 15 5 2 2 2
1 9 11 3 2 1 1
2 16 14 9 3 3 8
3 15 13 9 23 6 10
4 14 11 10 32 6 10
5 14 9 14 37 6 6
6 6 13 8 36 7 12
1 8 15 6 16 8 9
2 9 16 4 4 8 2
3 6 13 6 6 8 1
4 11 12 7 10 7 5
5 15 11 8 9 7 6
6 14 17 14 9 7 3
1 3 19 8 7 7 2
2 6 27 15 12 11 1
3 - 25 20 - 7 1
4 - 31 21 - 8 4
5 22 32 17 4 13 4
6 36 39 18 9 14 12
1 25 35 12 9 14 13
2 20 29 9 8 8 2
3 22 22 10 2 4 2
4 14 15 10 5 7 14
5 12 16 8 4 9 31
6 13 19 10 2 8 2
1 14 13 10 7 10 2
2 14 12 10 8 10 4
3 13 12 7 9 13 14
4 9 13 7 14 17 14
5 14 13 7 26 20 12
6 11 9 7 21 19 11

※　「－」は欠測
　　フェロモントラップ設置地点：西都市茶臼原

タバコガ オオタバコガ
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タバコガ、オオタバコガのフェロモントラップ誘殺状況（2019年）
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（６）コブノメイガの誘殺状況

都城 えびの 佐土原 都城 えびの 佐土原 都城 えびの 佐土原

1 0 0 0 0 0 0 2 0 0

2 0 0 0 0 0 0 6 4 0

3 0 0 0 0 0 0 4 0 0

4 0 0 0 0 0 0 1 0 0

5 0 0 0 0 0 0 0 0 0

半旬計 0 0 0 0 0 0 13 4 0

6 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 0 0 0 0 0 0 0 0 0

9 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10 0 0 0 0 0 1 0 0 0

半旬計 0 0 0 0 0 1 0 0 0

11 0 0 0 0 0 0 0 2 0

12 0 0 0 0 0 0 0 0 0

13 0 0 0 0 0 0 0 0 0

14 0 0 0 0 0 0 0 12 0

15 0 0 0 0 0 0 0 9 0

半旬計 0 0 0 0 0 0 0 23 0

16 1 0 0 0 0 0 6 0 0

17 0 0 0 0 0 0 21 0 0

18 0 0 0 0 3 0 6 0 0

19 0 0 1 0 0 0 12 0 0

20 0 0 0 0 0 0 15 2 0

半旬計 1 0 1 0 3 0 60 2 0

21 0 0 0 0 0 0 0

22 0 0 0 0 0 0 0

23 0 0 0 0 0 0 0

24 0 0 0 0 0 0 0

25 0 0 0 0 0 0 0

半旬計 0 0 0 0 0 0 0

26 0 0 0 0 0 0 0

27 0 0 0 0 0 0 0

28 0 0 0 0 0 0 0

29 0 0 0 0 0 0 0

30 0 0 0 0 1 0 0

31 0 2 0 0

半旬計 0 0 0 0 3 0 0

月計 0 0 0 0 6 1 0 29 0

６　　　月 ７　　　月 ８　　　月



６)果樹カメムシ類の誘殺状況
　（１）予察灯における誘殺状況
　　①チャバネアオカメムシの誘殺状況

本年 平年 前年 本年 平年 前年 本年 平年 前年 本年 平年 前年 本年 平年 前年
1 0 0 0 0 0.3 0 0 0.2 0 0 0 0 1.1 0
2 0 0.1 0 0 0 0 0 0.1 0 0 0 0 0 0
3 0 0 0 0 0 0 0 0.3 0 0 0 0 0 0
4 0 0.4 0 0 0 0 0 0.5 0 0 0.1 0 0 0.3 0
5 2 0 0 4 0.3 3 1 0.2 0 0 0.2 0 0 0 0
6 0 0 0 0 0.2 0 0 0.3 0 0 0 0 0 0 0
1 0 0 0 1 0.8 1 0 2.4 0 0 0.2 0 0 0.6 0
2 0 0.8 1 0 1.4 0 0 2.7 0 0 0.2 1 1 0.7 0
3 0 0.2 0 3 1.4 0 1 4.0 0 0 0.3 1 0 0.2 0
4 0 0.1 0 0 3.3 5 1 7.5 4 1 1.6 3 1 0.1 0
5 0 0.1 0 2 0.1 0 0 1.8 0 0 0.3 0 1 0 0
6 0 0 0 2 0.2 0 0 0.7 0 0 0 0 1 0.1 0
1 0 0 0 1 0.1 0 0 0.4 0 0 0 0 0 0.1 1
2 0 0 0 0 0.7 1 3 0.4 2 0 0.2 1 0 0.1 1
3 0 0 0 0 0 1 0 0.9 2 0 0.4 1 0 0.4 0
4 0 0 0 0 0 0 0 0.3 0 0 0.3 0 0 2.6 0
5 0 0 0 0 0 0 0 1.0 1 0 0.6 0 0 2.1 1
6 0 0 0 0 1 5 2 1.2 1 0 0.4 0 7 3.4 1
1 0 0.1 0 1 0 0 1 2.4 0 0 0.5 0 2 2.4 0
2 0 0 0 0 1.7 0 4 6.6 0 0 14.0 0 1 4.0 0
3 0 0 0 2 1.1 1 2 13.9 0 0 1.2 0 0 6.0 2
4 0 0.2 0 3 0.9 1 7 4.3 0 1 0.7 0 1 5.3 3
5 0 0 0 1 3.3 0 7 6.7 0 0 1.3 0 0 4.9 0
6 0 0 0 2 1.7 0 2 5.3 1 0 0.4 0 2 7.8 2
1 0 0.3 0 1 2.0 0 1 1.6 3 0 0.8 2 1 5.1 5
2 0 0.1 0 0 1.7 0 0 3.7 1 2 1.6 1 3 12.1 12
3 0 0.2 0 0 4.5 4 1 9.6 12 1 3.0 19 2 27.6 20
4 0 0.7 0 2 4.0 3 0 10.1 13 1 4.1 8 21 20.7 8
5 0 0.9 0 5 4.7 5 3 18.0 25 4 3.2 1 20 12.6 5
6 0 1.5 0 16 9.7 7 5 25.0 32 7 2.4 4 24 13.2 10
1 0 0.5 0 23 6.0 0 9 14.6 35 18 1.5 0 13 7.9 2
2 0 0.7 0 12 5.0 1 3 13.3 7 6 1.5 0 4 8.1 12
3 0 1.4 0 1 2.6 0 1 10.2 9 0 0.9 0 3 9.3 4
4 0 0.4 0 1 1.7 2 1 2.9 11 3 1.3 0 2 4.3 6
5 2 0.3 0 0 1.6 0 1 6.4 4 8 1.2 0 4 4.4 0
6 0 0.2 0 0 2.1 0 0 1.6 0 3 1.9 0 0 4.5 7
1 0 0.6 0 1 0.8 0 1 1.7 0 2 1.0 0 1 3.2 6
2 0 0 0 1 0.3 0 0 0.8 0 0 0.2 0 0 6.2 3
3 0 0 0 2 0.2 0 0 0.4 0 0 0.4 0 2 1.7 0
4 1 0.1 0 0 0.5 0 0 0 0 0 0.1 0 1 0.9 1
5 0 0.6 0 0 0 0 0 0.1 0 0 0.2 0 0 0.9 0
6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.1 0

5 10.5 1 87 66.4 40 57 184.1 163 57 48.3 42 118 185.0 112

※「－」は欠測

合計

4

5

9

10

6

7

8

日　南
月 半旬

総　合　農　試 国　富 延　岡 都　城



チャバネアオカメムシの予察灯における誘殺状況（2019年）
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　　②ツヤアオカメムシの誘殺状況

本年 平年 前年 本年 平年 前年 本年 平年 前年 本年 平年 前年 本年 平年 前年
1 0 0 0 0 0.3 0 0 0.444 0 0 0 0 3.3 4
2 0 0.1 0 0 0 0 0 0 0 0.1 0 0 0.6 1
3 0 0.3 0 0 0 0 0 0.1 0 0 0 0 5.1 42
4 0 8.2 0 0 0.2 0 0 0.4 0 0 0 0 1 6.6 1
5 0 0.3 0 9 1.4 5 11 0 0 0 0 0 18 9.1 37
6 0 26.8 0 0 0.2 0 0 0.6 0 0 0.1 0 8 4.8 4
1 0 1.1 0 1 0 0 1 1.8 5 0 0 0 1 15.8 33
2 1 1.7 0 0 2.7 22 0 3.0 7 0 0 0 7 45.3 167
3 0 1.5 0 1 1.5 4 1 4.7 10 0 0.1 0 1 25.4 89
4 0 0.5 0 1 2.7 17 1 4.3 24 0 0.6 6 14 34.4 121
5 0 0 0 2 1.6 1 6 3.8 2 0 0.1 0 36 4.9 2
6 0 0 0 0 11.5 8 3 1.2 0 0 0.1 0 22 9.1 0
1 0 0.1 0 11 4.2 23 5 2.1 7 0 1.2 5 131 6.1 5
2 0 0 0 14 8.6 58 4 3.6 14 0 0.7 3 45 13.3 73
3 0 0 0 4 4.9 20 0 1.2 1 0 1.3 2 1 26.7 13
4 0 0 0 0 1.4 3 0 1.2 1 0 0.6 2 12 19.9 17
5 0 0 0 3 1.7 2 0 2.3 3 0 0.9 0 6 24.6 3
6 0 0.1 0 6 0.8 1 0 1.4 0 1 0.3 3 88 14.3 22
1 0 0 0 1 1.3 4 0 1.3 3 1 0.4 1 36 8.4 12
2 0 0.1 0 1 1.2 0 3 1.3 1 0 2.8 4 11 6.6 3
3 0 0 0 0 0.8 0 0 1.1 1 0 0.9 2 1 11.2 31
4 0 0.1 0 0 1.6 0 0 0.3 0 0 0.1 0 1 8.4 16
5 0 0 0 0 1.4 4 0 0.4 0 1 0.5 0 1 6.9 11
6 0 0 0 2 1.6 0 0 1.6 2 0 0.4 0 0 14.4 1
1 0 0.4 0 2 6.8 7 3 10.0 26 1 0.7 1 5 31.9 20
2 0 0.1 0 3 5.2 2 0 11.3 20 1 1.2 4 4 12.3 15
3 0 0.2 0 0 4.9 10 0 14.6 13 1 2.2 16 3 13.4 17
4 0 0 0 0 3.7 1 1 12.1 10 0 1.1 2 2 11.9 5
5 0 0.2 0 2 1.8 1 2 8.4 2 0 2 2 4 14.5 7
6 0 0 0 2 1.4 0 1 8.2 3 4 0.6 4 16 8.8 11
1 0 0.8 0 0 1.1 1 0 4.7 2 21 0.9 0 13 8.2 9
2 2 2.4 0 1 1.8 0 0 5.1 5 3 4.6 0 2 16.1 79
3 0 9.1 0 0 2.1 3 0 3.2 3 10 2.2 1 2 39.6 110
4 0 1.8 0 0 5.0 1 0 7.9 9 6 3.8 2 5 36.1 50
5 0 1.1 0 0 10.2 1 6 29.1 3 13 13.5 0 55 104.7 0
6 0 0.9 0 2 8.2 0 10 18.2 0 23 15.1 0 17 91.0 18
1 0 1.8 0 8 3.7 1 14 20.4 7 39 11.8 0 113 42.2 23
2 0 1.3 0 13 4.7 1 22 9.2 4 16 0.7 0 27 28.3 10
3 0 0.4 0 6 1.1 0 1 4.3 3 2 0.4 0 3 25.9 2
4 0 0.3 0 4 3.0 0 10 2.0 1 2 0.6 0 34 24.8 1
5 0 1.1 0 7 1.0 1 4 3.1 0 1 0.9 1 19 12.4 0
6 0 0.1 0 1 0.6 1 2 2.2 0 0 0.4 1 4 9.9 0

3 63.0 0 107 117.8 203 111 212.3 192 146 73.9 62 769 857.2 1085

※「－」は欠測

合計

9

10

日　南

4

5

6

7

8

月 半旬
総　合　農　試 国　富 延　岡 都　城



ツヤアオカメムシの予察灯における誘殺状況（2019年）
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　　（２）合成集合フェロモンによる誘殺状況

　　　①　チャバネアオカメムシ

本年 平年 前年 本年 平年 前年 本年 平年 前年

1 5 1.2 0 0 2.1 0 1 0

2 3 3.6 0 1 3.8 0 0 0

3 3 3.7 3 1 3.5 3 1 2

4 4 6.2 3 2 9.5 3 5 2

5 6 4.9 2 4 11.2 0 11 1

6 4 6.2 7 2 9.3 8 3 1

1 1 13.1 5 3 53.5 9 3 1

2 5 9.8 3 11 63.0 9 3 0

3 11 8.4 1 24 92.3 9 2 0

4 24 9.2 4 43 42.8 1 21 1

5 13 8.7 6 18 26.5 1 9 1

6 7 10.6 8 3 35.7 0 1 2

1 6 9.0 7 6 37.8 1 1 3

2 14 12.1 23 14 31.8 1 0 1

3 21 18.4 11 34 32.6 1 0 3

4 32 23.8 10 47 69.8 2 1 4

5 58 25.6 38 51 125.9 6 4 2

6 46 22.6 38 54 177.8 18 1 9

1 30 19.8 30 42 165.5 14 1 8

2 9 30.9 15 23 193.7 5 3 5

3 2 44.4 3 29 194.8 3 1 1

4 3 75.6 3 18 157.5 1 1 1

5 3 56.2 2 9 201.3 0 1 2

6 3 56.7 0 2 203.3 1 2 5

1 6 53.2 0 6 116.3 0 2 0

2 3 73.2 0 3 86.3 0 3 0

3 1 34.3 4 1 40.2 4 2 1

4 1 20.7 4 0 25.5 3 1 1

5 0 10.2 6 1 17.9 2 0 6

6 0 12.4 9 0 11.6 2 0 5

1 1 10.1 7 0 8.7 1 0 1

2 1 7.9 2 0 5.6 2 1 4

3 1 6.9 0 0 6.5 0 1 0

4 1 5.6 0 0 10.7 0 0 0

5 1 7.4 12 1 14.0 8 0 6

6 1 6.8 11 2 18.2 12 0 6

1 1 5.5 11 2 14.0 22 1 4

2 1 3.7 9 2 10.7 25 2 3

3 0 2.9 3 1 9.6 9 0 2

4 0 2.0 2 1 6.7 3 0 0

5 0 2.6 3 0 4.6 1 0 0

6 0 1.7 4 0 2.3 0 0 0

　　計 329 747.8 308 458 2354.5 192 90 95

※「－」は欠測

延　　岡 都　　農 試験場

※試験場はＨ２８から開始

8

9

10

月 半旬

4

5

6

7



チャバネアオカメムシのフェロモントラップ誘殺状況（2019年）
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　　　②　ツヤアオカメムシ

本年 平年 前年 本年 平年 前年 本年 平年 前年

1 4 3.3 0 2 0.6 0 0 0

2 4 0.8 0 6 0.6 0 1 0

3 1 2.5 1 1 0.4 1 0 0

4 3 7.5 0 0 0.6 1 1 0

5 7 15.1 0 1 1.0 1 3 0

6 0 21.9 7 0 11.5 2 0 0

1 0 20.6 2 1 4.9 1 1 0

2 1 18.8 0 2 3.5 1 0 0

3 1 16.0 0 3 4.2 1 0 0

4 2 12.0 0 2 2.2 0 0 0

5 1 9.5 0 1 1.6 0 0 0

6 0 6.9 0 0 2.3 0 0 1

1 1 2.5 1 0 2.8 0 0 0

2 0 1.6 0 0 1.3 0 0 0

3 0 3.5 0 0 0.4 0 0 0

4 0 0.6 0 0 0.3 0 0 0

5 0 1.5 0 1 0.6 0 0 0

6 0 1.0 0 0 1.1 0 0 0

1 0 1.0 0 0 1.4 0 0 0

2 0 1.1 0 0 1.1 0 0 0

3 0 0.0 0 0 0.3 0 0 0

4 0 0.0 0 0 0.1 0 0 0

5 0 0.9 0 0 0.1 0 0 0

6 0 0.8 0 0 0.3 0 0 0

1 0 0.1 0 1 0.3 0 0 0

2 0 0.0 0 0 0.0 0 0 0

3 0 0.0 0 0 0.0 0 0 0

4 0 0.2 0 0 0.0 0 0 0

5 0 0.0 0 0 0.0 0 0 0

6 0 0.1 0 0 0.0 0 0 0

1 0 0.2 0 0 0.1 0 0 0

2 0 0.4 0 0 0.2 0 0 0

3 0 0.6 0 0 0.3 0 0 0

4 0 1.0 0 0 2.0 0 0 0

5 0 2.0 1 0 7.1 0 0 3

6 2 5.6 2 1 29.4 5 0 4

1 2 8.1 3 1 59.0 7 0 6

2 1 8.6 2 1 47.6 7 0 7

3 0 6.9 1 0 36.2 2 0 2

4 0 3.8 1 1 18.6 1 1 2

5 0 2.4 4 1 16.1 0 0 0

6 1 1.9 8 1 4.9 0 0 0

　　計 31 191.4 33 26 264.9 32 7 24

※「－」は欠測

※試験場はＨ２８から開始

延　　岡 都　　農 試験場
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ツヤアオカメムシのフェロモントラップ誘殺状況（2019年）
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７
）
　
農
作
物
有
害
動
植
物
の
発
生
及
び
防
除
状
況

　
 
　

(
１
)
 
発
生
経
過
、
発
生
原
因
及
び
防
除
の
概
要

農
作

物
名

病
害

虫
名

発
生

時
期

発
生

量
発

生
面

積
(h

a)
発

生
経

過
の

概
要

発
生

要
因

の
解

析
防

除
の

概
要

葉
い

も
ち

平
年

：
遅

い
前

年
：
遅

い
平

年
：
並

前
年

：
並

1
8
9
h
a

初
確

認
は

6
月

1
3
日

（
平

年
：
5
月

2
4
日

、
前

年
5
月

3
0
日

）
。

発
生

面
積

率
、

発
病

度
、

発
病

株
率

の
い

ず
れ

も
平

年
並

か
ら

や
や

少
の

発
生

で
あ

っ
た

。

育
苗

箱
施

薬
、

初
発

前
の

粒
剤

散
布

及
び

初
発

時
の

液
剤

散
布

。

穂
い

も
ち

平
年

：
並

前
年

：
並

平
年

：
並

前
年

：
並

7
6
2
h
a

7
月

中
旬

の
発

生
面

積
率

、
発

生
程

度
（
発

病
度

）
は

平
年

並
の

発
生

で
あ

っ
た

。
穂

揃
い

期
に

防
除

。

紋
枯

病

平
年

：
並

前
年

：
並

平
年

：
並

前
年

：
や

や
少

1
,3

3
6
h
a

7
月

中
旬

の
発

生
面

積
率

、
発

生
程

度
（
発

病
度

）
は

平
年

並
の

発
生

で
あ

っ
た

。
－

穂
揃

い
期

に
防

除
。

イ
ネ

ミ
ズ

ゾ
ウ

ム
シ

平
年

：
並

前
年

：
並

平
年

：
や

や
多

前
年

：
や

や
多

5
,1

5
3
h
a

4
月

中
旬

の
発

生
面

積
率

は
平

年
並

、
被

害
度

は
や

や
多

で
あ

っ
た

。
5
月

中
旬

の
発

生
面

積
率

及
び

被
害

度
は

平
年

比
や

や
少

で
あ

っ
た

。
－

育
苗

箱
施

薬
、

粒
剤

の
水

面
施

用
。

ス
ク

ミ
リ

ン
ゴ

ガ
イ

平
年

：
並

前
年

：
並

平
年

：
多

前
年

：
や

や
多

3
,6

2
9
h
a

４
月

中
旬

の
発

生
面

積
率

は
や

や
多

、
発

生
程

度
は

多
の

発
生

で
あ

っ
た

た
め

、
注

意
報

１
号

（
４

月
１

９
日

付
け

）
を

発
出

。
５

月
中

旬
の

発
生

面
積

率
、

発
生

程
度

は
と

も
に

平
年

比
多

の
発

生
で

あ
っ

た
。

冬
期

の
気

温
が

高
く
、

越
冬

中
の

ス
ク

ミ
リ

ン
ゴ

ガ
イ

が
低

温
に

よ
り

死
亡

し
に

く
い

条
件

で
あ

っ
た

。

粒
剤

の
水

面
施

用
。

貝
の

採
取

・
冬

季
の

耕
起

。
注

意
報

第
1
号

（
H

3
1
.4

.2
0
）

カ
メ

ム
シ

類

平
年

：
並

前
年

：
並

平
年

：
並

前
年

：
並

2
,8

6
6
h
a

6
月

中
旬

の
本

田
調

査
で

は
、

発
生

面
積

率
は

平
年

並
、

発
生

程
度

（
2
0

回
振

す
く
い

取
り

虫
数

）
は

多
の

発
生

で
あ

っ
た

た
め

、
注

意
報

２
号

（
６

月
２

０
日

付
け

）
を

発
出

。
 7

月
中

旬
の

本
田

調
査

に
お

い
て

は
、

発
生

面
積

率
、

発
生

程
度

と
も

に
平

年
並

の
発

生
で

あ
っ

た
。

作
期

の
異

な
る

稲
が

混
在

。
穂

揃
い

期
と

そ
の

7
～

1
0
日

後
の

2
回

防
除

を
徹

底
。

注
意

報
第

2
号

(R
1
.6

.2
0
）
発

表
。

葉
い

も
ち

平
年

：
や

や
少

前
年

：
や

や
少

平
年

：
や

や
少

前
年

：
や

や
少

1
,9

0
8
h
a

 本
田

で
の

発
生

は
7
月

中
旬

か
ら

確
認

さ
れ

た
。

発
生

面
積

率
と

発
生

程
度

は
い

ず
れ

も
平

年
に

比
べ

並
か

ら
や

や
少

な
い

発
生

で
推

移
し

た
。

育
苗

箱
施

薬
、

初
発

前
の

粒
剤

散
布

及
び

初
発

時
の

粉
剤

・
液

剤
散

布
。

穂
い

も
ち

平
年

：
並

前
年

：
並

平
年

：
並

前
年

：
並

5
,5

0
1
h
a

9
月

中
旬

の
発

生
面

積
率

、
発

生
程

度
（
発

病
穂

率
）
は

平
年

並
の

発
生

で
あ

っ
た

。
穂

ば
ら

み
期

と
穂

揃
い

期
に

防
除

。

紋
枯

病

平
年

：
や

や
多

前
年

：
や

や
少

平
年

：
並

前
年

：
や

や
少

5
,0

0
9
h
a

8
月

中
旬

か
ら

確
認

さ
れ

、
9
月

中
旬

の
発

生
面

積
率

は
平

年
比

や
や

多
、

発
生

程
度

は
平

年
並

で
あ

っ
た

。
気

温
は

平
年

並
～

や
や

高
め

で
推

移
し

発
生

が
助

長
さ

れ
た

。
穂

ば
ら

み
期

の
防

除
。

も
み

枯
細

菌
病

平
年

：
－

前
年

：
－

平
年

：
や

や
少

前
年

：
や

や
少

0
h
a

発
生

未
確

認
。

－
－

内
穎

褐
変

病

平
年

：
少

前
年

：
少

平
年

：
少

前
年

：
少

0
.0

h
a

微
発

生
で

あ
り

、
平

年
よ

り
少

な
い

。

－
－

平
年

よ
り

梅
雨

空
け

が
遅

か
っ

た
も

の
の

、
葉

い
も

ち
の

発
生

は
少

な
く
、

7
～

8
月

の
高

温
に

よ
り

発
生

が
抑

制
さ

れ
た

。

発
生

に
好

適
な

条
件

は
散

見
さ

れ
た

が
、

好
適

条
件

が
連

続
す

る
こ

と
は

少
な

く
、

平
年

よ
り

や
や

少
な

い
発

生
に

な
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

普
通

期
水

稲

早
期

水
稲



農
作

物
名

病
害

虫
名

発
生

時
期

発
生

量
発

生
面

積
(h

a)
発

生
経

過
の

概
要

発
生

要
因

の
解

析
防

除
の

概
要

セ
ジ

ロ
ウ

ン
カ

平
年

：
や

や
早

い
前

年
：
早

い
平

年
：
少

前
年

：
少

8
,1

1
0
h
a

予
察

灯
初

飛
来

は
6
月

6
日

（
平

年
6
月

7
日

、
前

年
6
月

2
1
日

）
で

あ
っ

た
。

本
田

で
は

6
月

中
旬

の
巡

回
調

査
か

ら
確

認
さ

れ
、

8
月

中
旬

の
発

生
面

積
率

は
平

年
並

、
発

生
程

度
（
2
0
回

振
す

く
い

取
り

虫
数

）
は

平
年

よ
り

や
や

少
な

い
発

生
で

あ
っ

た
。

初
飛

来
以

降
、

断
続

的
に

飛
来

は
あ

っ
た

が
誘

殺
頭

数
は

少
な

い
状

況
で

推
移

し
た

。
育

苗
箱

施
薬

。
飛

来
虫

と
次

世
代

幼
虫

の
防

除
。

出
穂

期
の

ウ
ン

カ
類

防
除

。

ト
ビ

イ
ロ

ウ
ン

カ

平
年

：
早

い
前

年
：
早

い
平

年
：
多

前
年

：
多

9
,7

8
1
h
a

初
飛

来
は

、
6
月

6
日

（
平

年
6
月

2
6
日

、
前

年
7
月

5
日

）
で

平
年

よ
り

早
か

っ
た

。
本

田
で

は
、

6
月

中
旬

か
ら

発
生

が
確

認
さ

れ
、

8
月

中
旬

の
発

生
面

積
率

は
発

生
程

度
（
株

当
た

り
虫

数
）
は

平
年

よ
り

多
の

発
生

で
あ

っ
た

。

飛
来

量
、

飛
来

回
数

と
も

に
多

か
っ

た
。

育
苗

箱
施

薬
。

飛
来

虫
と

次
世

代
幼

虫
の

防
除

。
出

穂
期

の
ウ

ン
カ

類
防

除
。

防
除

情
報

第
４

号
（
R

1
.7

.2
3
）
発

表
。

注
意

報
第

４
号

(R
1
.8

.1
)発

表
。

警
報

第
１

号
(R

1
.8

.1
9
)発

表
。

防
除

情
報

第
５

号
（
R

1
.8

.3
0
)発

表
。

ヒ
メ

ト
ビ

ウ
ン

カ

平
年

：
並

前
年

：
並

平
年

：
や

や
少

前
年

：
や

や
少

8
,8

2
6
h
a

7
月

中
旬

の
発

生
面

積
率

は
平

年
比

少
、

発
生

程
度

（
2
0
回

振
す

く
い

取
り

虫
数

）
は

平
年

比
や

や
少

の
発

生
で

あ
っ

た
。

8
月

中
旬

の
発

生
面

積
率

、
発

生
程

度
は

平
年

よ
り

少
の

発
生

で
あ

っ
た

。
9
月

中
旬

の
発

生
面

積
率

、
発

生
程

度
は

や
や

少
で

あ
っ

た
。

－
育

苗
箱

施
薬

。
出

穂
期

の
ウ

ン
カ

類
防

除
。

ツ
マ

グ
ロ

ヨ
コ

バ
イ

平
年

：
並

前
年

：
並

平
年

：
や

や
少

前
年

：
並

7
,1

5
7
h
a

8
月

中
旬

の
発

生
面

積
率

は
平

年
並

、
発

生
程

度
（
2
0
回

振
す

く
い

取
り

虫
数

）
は

平
年

よ
り

や
や

少
で

あ
っ

た
。

9
月

中
旬

の
発

生
面

積
率

は
や

や
少

、
発

生
程

度
は

少
発

生
で

あ
っ

た
。

－

育
苗

箱
施

薬
。

コ
ブ

ノ
メ

イ
ガ

平
年

：
早

い
前

年
：
早

い
平

年
：
や

や
多

前
年

：
や

や
多

4
,7

7
1
h
a

フ
ェ

ロ
モ

ン
ト

ラ
ッ

プ
で

の
初

飛
来

は
、

6
月

1
6
日

（
前

年
6
月

2
4
日

、
平

年
6

月
2
9
日

）
で

遅
か

っ
た

。
8
月

中
旬

の
巡

回
調

査
で

は
、

発
生

面
積

率
、

発
生

程
度

（
被

害
葉

率
）
の

い
ず

れ
も

は
平

年
に

比
べ

や
や

多
の

発
生

で
あ

っ
た

。

飛
来

量
、

飛
来

回
数

と
も

に
や

や
多

か
っ

た
。

育
苗

箱
施

薬
。

発
蛾

最
盛

期
の

粒
剤

防
除

及
び

ウ
ン

カ
類

と
の

同
時

防
除

の
粉

剤
・
液

剤
防

除
。

イ
ネ

ミ
ズ

ゾ
ウ

ム
シ

平
年

：
並

前
年

：
並

平
年

：
少

前
年

：
少

4
2
1
h
a

6
月

中
旬

の
発

生
面

積
率

及
び

発
生

程
度

（
被

害
度

）
は

平
年

よ
り

少
発

生
で

あ
っ

た
。

－
育

苗
箱

施
薬

、
粒

剤
の

水
面

施
用

。

ス
ク

ミ
リ

ン
ゴ

ガ
イ

平
年

：
並

前
年

：
並

平
年

：
多

前
年

：
や

や
多

3
,3

9
5
h
a

6
月

中
旬

の
発

生
面

積
率

は
平

年
並

、
発

生
程

度
（
㎡

当
貝

数
）
は

平
年

よ
り

や
や

多
の

発
生

で
あ

っ
た

。
－

粒
剤

の
水

面
施

用
。

貝
の

採
取

・
冬

季
の

耕
起

カ
メ

ム
シ

類

平
年

：
並

前
年

：
並

平
年

：
や

や
多

前
年

：
や

や
多

6
,2

0
2
h
a

8
月

下
旬

の
巡

回
調

査
で

は
、

発
生

面
積

率
は

平
年

よ
り

多
、

発
生

程
度

（
2
0
回

振
す

く
い

と
り

虫
数

）
は

や
や

多
で

あ
っ

た
。

9
月

中
旬

の
巡

回
調

査
で

は
、

発
生

面
積

率
と

発
生

程
度

は
い

ず
れ

も
平

年
並

で
あ

っ
た

。

出
穂

期
、

穂
ぞ

ろ
い

期
防

除
の

徹
底

。
穂

揃
い

期
と

そ
の

7
～

1
0
日

後
の

防
除

。

べ
と

病

平
年

：
遅

い
前

年
：
や

や
遅

い
平

年
：
少

前
年

：
少

1
8
8
h
a

9
～

1
0
月

の
巡

回
調

査
に

お
け

る
発

生
面

積
率

と
発

生
程

度
（
発

病
度

）
は

い
ず

れ
も

平
年

並
か

ら
少

の
発

生
で

あ
っ

た
。

－

種
子

消
毒

の
徹

底
。

葉
焼

病
平

年
：
－

前
年

：
－

平
年

：
並

前
年

：
並

0
h
a

発
生

未
確

認
。

－

ﾊ
ｽ

ﾓ
ﾝ
ﾖ
ﾄｳ

平
年

：
並

前
年

：
並

平
年

：
並

前
年

：
並

2
1
9
h
a

8
月

中
旬

の
発

生
面

積
率

は
平

年
比

少
、

9
月

中
旬

の
巡

回
調

査
に

お
け

る
発

生
面

積
率

は
平

年
並

で
あ

っ
た

。
－

若
齢

期
の

防
除

。

ｶ
ﾒ
ﾑ

ｼ
類

平
年

：
並

前
年

：
や

や
早

い
平

年
：
並

前
年

：
や

や
少

3
1
h
a

調
査

開
始

の
8
月

中
旬

か
ら

発
生

が
見

ら
れ

、
8
月

中
旬

に
お

け
る

発
生

面
積

率
と

発
生

程
度

（
2
5
株

虫
数

）
は

い
ず

れ
も

平
年

比
多

の
発

生
で

あ
っ

た
が

そ
の

後
は

平
年

比
や

や
少

に
落

ち
着

い
た

。
－

さ
や

の
肥

大
期

の
防

除
。

大
豆



農
作

物
名

病
害

虫
名

発
生

時
期

発
生

量
発

生
面

積
(h

a)
発

生
経

過
の

概
要

発
生

要
因

の
解

析
防

除
の

概
要

か
ん

し
ょ

ｲ
ﾓ
ｷ

ﾊ
ﾞｶ

ﾞ

平
年

：
並

前
年

：
並

平
年

：
並

前
年

：
や

や
多

2
,2

4
0
h
a

8
月

中
旬

の
発

生
面

積
率

及
び

発
生

程
度

（
被

害
葉

率
）
は

平
年

並
で

あ
っ

た
。

9
月

中
旬

の
巡

回
調

査
に

お
い

て
は

、
発

生
面

積
率

は
や

や
多

、
発

生
程

度
は

や
や

少
の

発
生

で
あ

っ
た

。
－

被
害

初
期

の
防

除
。

ﾅ
ｶ
ｼ
ﾞﾛ

ｼ
ﾀ
ﾊ

ﾞ

平
年

：
並

前
年

：
並

平
年

：
や

や
少

前
年

：
や

や
少

3
,3

6
0
h
a

8
月

中
旬

の
発

生
面

積
率

と
発

生
程

度
（
被

害
葉

率
）
は

平
年

並
で

あ
っ

た
。

そ
の

後
、

9
月

中
旬

の
発

生
面

積
率

は
平

年
並

、
発

生
程

度
は

平
年

よ
り

や
や

少
の

発
生

で
あ

っ
た

。
－

　 つ
る

先
の

1
～

3
葉

に
食

害
痕

が
見

ら
れ

る
被

害
初

期
の

防
除

。

ﾊ
ｽ

ﾓ
ﾝ
ﾖ
ﾄｳ

平
年

：
並

前
年

：
並

平
年

：
並

前
年

：
並

3
,3

6
0
h
a

8
月

中
旬

の
発

生
面

積
率

は
や

や
少

、
発

生
程

度
（
被

害
葉

率
）
は

平
年

並
で

あ
っ

た
。

そ
の

後
、

9
月

中
旬

の
発

生
面

積
率

、
発

生
程

度
は

と
も

に
平

年
並

で
あ

っ
た

。
－

他
の

害
虫

と
の

同
時

防
除

。

ジ
ャ

ガ
イ

モ
疫

病
平

年
：
－

前
年

：
－

平
年

：
並

前
年

：
並

0
h
a

発
生

未
確

認
。

－
種

芋
の

更
新

。
初

発
前

の
予

防
防

除
。

ｱ
ﾌ
ﾞﾗ

ﾑ
ｼ
類

平
年

：
並

前
年

：
並

平
年

：
並

前
年

：
並

8
0
h
a

4
月

中
旬

の
発

生
面

積
率

は
や

や
少

、
発

生
程

度
（
寄

生
度

）
は

平
年

並
の

発
生

で
あ

っ
た

。
－

初
発

時
の

防
除

。

ﾆ
ｼ
ﾞｭ

ｳ
ﾔ

ﾎ
ｼ
ﾃ
ﾝ
ﾄｳ

平
年

：
並

前
年

：
並

平
年

：
並

前
年

：
並

2
9
2
h
a

5
月

中
旬

の
発

生
面

積
、

発
生

程
度

（
株

虫
数

）
は

平
年

並
で

あ
っ

た
。

－
幼

虫
分

散
前

の
防

除
。

ﾊ
ｽ

ﾓ
ﾝ
ﾖ
ﾄｳ

平
年

：
－

前
年

：
－

平
年

：
や

や
少

前
年

：
並

0
h
a

発
生

未
確

認
。

－
若

齢
期

の
防

除
。

か
ん

き
つ

そ
う

か
病

平
年

：
並

前
年

：
並

平
年

：
や

や
多

前
年

：
-

7
5
h
a

葉
で

は
平

年
比

や
や

多
、

果
実

で
は

平
年

並
の

発
生

で
あ

っ
た

。
初

発
は

、
葉

で
4
月

2
5
日

（
平

年
比

±
0
日

）
、

果
実

で
5
月

1
0
日

（
平

年
比

±
0
日

）
で

あ
っ

た
。

適
期

防
除

と
病

葉
除

去
の

不
徹

底
春

梢
発

芽
期

、
落

弁
期

、
幼

果
期

の
農

薬
防

除
。

黒
点

病

平
年

：
や

や
遅

い
前

年
：
並

平
年

：
や

や
少

前
年

：
-

6
7
2
h
a

9
月

ま
で

は
平

年
並

～
や

や
少

で
推

移
し

た
（
9
月

中
旬

の
果

実
に

お
け

る
発

生
面

積
率

5
0
％

、
発

病
度

6
.7

）
。

初
発

は
、

葉
で

5
月

2
2
日

（
平

年
比

+
1
2
日

）
、

果
実

で
6
月

1
3
日

（
平

年
比

+
6
日

）
で

あ
っ

た
。

8
～

９
月

の
降

水
量

が
平

年
並

で
あ

っ
た

。
落

花
期

以
降

の
定

期
的

な
防

除
。

枯
れ

枝
の

除
去

。
剪

定
く
ず

の
適

切
な

処
理

。

か
い

よ
う

病

平
年

：
並

前
年

：
遅

い
平

年
：
多

前
年

：
-

3
7
4
h
a

葉
で

の
発

生
は

平
年

並
、

果
実

で
は

8
月

以
降

に
増

加
し

た
。

（
果

実
に

お
け

る
9
月

の
発

生
面

積
率

は
2
8
％

、
発

病
度

は
0
.4

）
初

発
は

、
葉

で
6
月

1
0
日

（
平

年
比

+
2
6
日

）
、

果
実

で
7
月

5
日

（
平

年
比

-
5

日
）
で

あ
っ

た
。

新
梢

の
剪

定
が

不
徹

底
の

園
地

で
発

生
が

多
か

っ
た

。
ミ

カ
ン

ハ
モ

グ
リ

ガ
は

平
年

並
の

発
生

で
あ

っ
た

。

発
芽

直
前

、
開

花
直

前
、

落
花

期
の

防
除

。
強

風
対

策
と

し
て

防
風

垣
、

防
風

ネ
ッ

ト
を

設
置

す
る

。

ミ
カ

ン
ハ

ダ
ニ

平
年

：
並

前
年

：
並

平
年

：
並

前
年

：
-

3
0
0
h
a

発
生

面
積

及
び

発
生

程
度

は
、

平
年

並
ま

た
は

そ
れ

以
下

、
特

に
8
月

以
降

は
や

や
少

～
少

で
推

移
し

た
。

9
月

の
発

生
面

積
率

は
2
2
％

、
寄

生
葉

率
は

1
.2

％
。

7
～

8
月

の
多

雨
適

期
防

除
の

不
徹

底
夏

期
マ

シ
ン

油
の

散
布

不
徹

底

発
生

初
期

の
防

除
徹

底
。

同
一

系
統

薬
剤

の
連

用
を

避
け

る
。

冬
季

、
夏

期
に

マ
シ

ン
油

乳
剤

を
利

用
す

る
。

チ
ャ

ノ
キ

イ
ロ

ア
ザ

ミ
ウ

マ

平
年

：
並

前
年

：
並

平
年

：
や

や
多

前
年

：
-

7
5
h
a

9
月

中
旬

に
一

部
の

ほ
場

で
発

生
が

確
認

さ
れ

た
（
発

生
面

積
率

6
％

、
寄

生
果

率
0
.1

％
）
が

、
そ

れ
以

外
の

時
期

で
の

発
生

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
。

適
期

防
除

の
不

徹
底

落
花

期
か

ら
９

月
ま

で
の

防
除

。

ミ
カ

ン
ハ

モ
グ

リ
ガ

平
年

：
並

前
年

：
並

平
年

：
並

前
年

：
-

3
0
0
h
a

新
梢

発
生

が
長

引
い

た
園

地
で

の
発

生
が

6
～

7
月

に
確

認
さ

れ
た

が
、

発
生

量
は

平
年

並
で

あ
っ

た
。

7
月

の
発

生
面

積
率

2
2
％

、
寄

生
葉

率
3
.4

％
。

適
期

防
除

の
不

徹
底

適
期

防
除

の
徹

底
新

梢
を

だ
ら

だ
ら

と
発

生
さ

せ
な

い
よ

う
な

肥
培

管
理

ア
ブ

ラ
ム

シ
類

平
年

：
並

前
年

：
並

平
年

：
少

前
年

：
-

0
h
a

5
～

7
月

の
調

査
に

お
い

て
、

い
ず

れ
も

発
生

が
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
。

5
月

下
旬

以
降

梅
雨

時
期

の
長

雨
で

発
生

が
抑

制
さ

れ
た

。
防

除
の

徹
底



農
作

物
名

病
害

虫
名

発
生

時
期

発
生

量
発

生
面

積
(h

a)
発

生
経

過
の

概
要

発
生

要
因

の
解

析
防

除
の

概
要

カ
メ

ム
シ

類

平
年

：
並

前
年

：
や

や
遅

い
平

年
：
並

前
年

：
－

4
0
4
h
a

予
察

灯
調

査
で

は
、

ツ
ヤ

ア
オ

カ
メ

ム
シ

は
4
月

中
旬

、
チ

ャ
バ

ネ
ア

オ
カ

メ
ム

シ
は

4
月

下
旬

か
ら

誘
殺

さ
れ

、
日

南
市

で
は

ツ
オ

ア
オ

が
6
月

上
、

チ
ャ

バ
ネ

が
8
月

下
旬

に
誘

殺
ピ

ー
ク

が
み

ら
れ

た
。

フ
ェ

ロ
モ

ン
ト

ラ
ッ

プ
調

査
で

は
、

ツ
ヤ

ア
オ

が
5
月

下
旬

、
チ

ャ
バ

ネ
が

6
月

下
旬

に
ピ

ー
ク

が
み

ら
れ

た
。

誘
殺

数
は

、
両

種
と

も
平

年
並

で
推

移
し

て
い

る
。

果
樹

園
へ

の
飛

来
が

確
認

さ
れ

て
い

る
地

域
も

あ
る

が
、

被
害

は
確

認
さ

れ
て

い
な

い
。

ヒ
ノ

キ
毬

果
の

量
は

平
年

よ
り

や
や

少
な

い
傾

向
。

園
内

の
発

生
状

況
の

把
握

に
努

め
、

飛
来

を
確

認
し

た
ら

直
ち

に
防

除
を

行
う

。

茶

炭
疽

病

平
年

：
や

や
遅

い
前

年
：
や

や
遅

い
平

年
：
並

前
年

：
-

7
3
5
h
a

9
月

の
発

生
量

（
発

生
面

積
率

5
3
％

）
が

最
も

高
か

っ
た

が
、

期
間

を
通

し
て

少
～

並
の

発
生

で
推

移
し

た
。

5
～

６
月

の
降

水
量

は
、

７
月

を
除

き
平

年
並

で
あ

っ
た

。
気

温
は

７
月

が
低

か
っ

た
。

二
番

茶
・
秋

芽
生

育
期

の
防

除

も
ち

病

平
年

：
遅

い
前

年
：
遅

い
平

年
：
多

前
年

：
-

3
2
7
h
a

山
間

部
を

主
体

に
9
月

に
比

較
的

多
く
発

生
（
発

生
面

積
率

2
4
％

）
が

み
ら

れ
、

平
年

比
多

と
な

っ
た

が
、

そ
れ

以
前

ま
て

は
や

や
少

～
並

の
発

生
で

あ
っ

た
。

7
月

は
、

雨
が

多
く
、

気
温

は
低

め
に

推
移

し
た

。
二

番
茶

・
秋

芽
の

萌
芽

期
か

ら
二

・
三

葉
期

に
、

炭
疽

病
と

の
同

時
防

除

輪
斑

病

平
年

：
並

前
年

：
並

平
年

：
並

前
年

：
-

1
6
4
h
a

８
～

９
月

の
発

生
（
発

生
面

積
率

1
2
％

）
が

最
も

多
か

っ
た

が
、

発
生

量
は

並
～

や
や

少
で

推
移

し
た

。
８

月
以

降
、

気
温

が
高

め
に

推
移

し
た

。
摘

採
直

後
の

防
除

摘
採

機
の

洗
浄

チ
ャ

ノ
コ

カ
ク

モ
ン

ハ
マ

キ

平
年

：
並

前
年

：
並

平
年

：
多

前
年

：
-

1
0
7
h
a

5
月

に
一

部
地

域
で

発
生

を
確

認
（
発

生
面

積
率

8
％

）
し

た
が

、
全

般
的

に
は

並
～

や
や

多
の

発
生

で
あ

っ
た

。
発

生
ピ

ー
ク

の
ズ

レ
や

摘
採

時
期

と
の

関
係

で
適

期
防

除
出

来
な

か
っ

た
園

で
は

発
生

量
が

増
加

し
た

。
チ

ャ
ハ

マ
キ

と
の

同
時

防
除

チ
ャ

ハ
マ

キ

平
年

：
並

前
年

：
並

平
年

：
多

前
年

：
-

1
6
4
h
a

巡
回

調
査

で
6
月

と
8
月

に
発

生
を

確
認

（
発

生
面

積
率

6
～

1
2
％

）
し

、
平

年
比

多
と

な
っ

た
が

、
そ

れ
以

外
の

月
は

平
年

並
で

あ
っ

た
。

発
生

ピ
ー

ク
の

ズ
レ

や
摘

採
時

期
と

の
関

係
で

適
期

防
除

出
来

な
か

っ
た

園
で

は
発

生
量

が
増

加
し

た
。

チ
ャ

ノ
コ

カ
ク

モ
ン

ハ
マ

キ
と

の
同

時
防

除

チ
ャ

ノ
ホ

ソ
ガ

平
年

：
並

前
年

：
並

平
年

：
や

や
多

前
年

：
-

8
1
7
h
a

5
月

以
降

に
発

生
を

確
認

し
、

発
生

ピ
ー

ク
は

9
月

（
発

生
面

積
率

5
9
％

）
に

み
ら

れ
た

が
、

期
間

を
通

し
て

平
年

並
み

で
推

移
し

た
。

発
生

ピ
ー

ク
の

ズ
レ

や
摘

採
時

期
と

の
関

係
で

適
期

防
除

出
来

な
か

っ
た

園
で

は
発

生
量

が
増

加
し

た
。

三
角

葉
巻

前
の

防
除

カ
ン

ザ
ワ

ハ
ダ

ニ

平
年

：
並

前
年

：
並

平
年

：
並

前
年

：
-

3
2
7
h
a

越
冬

後
の

寄
生

密
度

は
平

年
並

で
あ

っ
た

。
5
月

の
発

生
（
発

生
面

積
率

4
6
％

）
が

多
か

っ
た

が
平

年
並

で
あ

り
、

そ
れ

以
外

の
時

期
は

並
～

少
の

発
生

で
あ

っ
た

。

5
月

と
7
月

に
雨

が
多

く
、

気
温

は
8
月

ま
で

平
年

並
～

や
や

低
め

に
推

移
し

た
。

適
期

防
除

の
実

施

適
期

防
除

チ
ャ

ノ
ミ

ド
リ

ヒ
メ

ヨ
コ

バ
イ

平
年

：
並

前
年

：
並

平
年

：
や

や
少

前
年

：
-

4
0
9
h
a

7
月

の
発

生
が

最
も

多
か

っ
た

（
発

生
面

積
率

7
1
％

）
が

、
そ

れ
以

外
の

時
期

は
平

年
並

以
下

で
推

移
し

た
。

梅
雨

明
け

（
7
月

2
4
日

）
以

降
に

雨
が

多
く
、

比
較

的
低

温
で

推
移

し
た

。
初

期
防

除
、

適
期

防
除

の
不

徹
底

二
番

茶
・
三

番
茶

開
花

期
と

秋
芽

の
防

除
。

チ
ャ

ノ
キ

イ
ロ

ア
ザ

ミ
ウ

マ
と

の
同

時
防

除
。

チ
ャ

ノ
キ

イ
ロ

ア
ザ

ミ
ウ

マ

平
年

：
並

前
年

：
並

平
年

：
少

前
年

：
-

4
9
1
h
a

6
月

の
発

生
が

最
も

多
か

っ
た

（
発

生
面

積
率

3
5
％

）
が

、
そ

れ
以

外
の

時
期

は
平

年
並

～
少

の
発

生
で

推
移

し
た

。
梅

雨
明

け
（
7
月

2
4
日

）
以

降
に

雨
が

多
く
、

比
較

的
低

温
で

推
移

し
た

。
適

期
防

除
に

よ
り

発
生

が
抑

え
ら

れ
た

。

二
番

茶
・
三

番
茶

開
花

期
と

秋
芽

の
防

除
。

チ
ャ

ノ
キ

イ
ロ

ア
ザ

ミ
ウ

マ
と

の
同

時
防

除
。

ク
ワ

シ
ロ

カ
イ

ガ
ラ

ム
シ

平
年

：
や

や
遅

い
前

年
：
並

平
年

：
並

前
年

：
-

1
6
4
h
a

一
部

園
地

で
7
月

に
発

生
が

増
加

し
た

時
期

も
あ

っ
た

が
（
発

生
面

積
率

1
2
％

）
、

全
体

的
に

や
や

少
～

少
の

発
生

で
推

移
し

た
。

梅
雨

明
け

（
7
月

2
4
日

）
以

降
に

雨
が

多
く
、

比
較

的
低

温
で

推
移

し
た

。
適

期
防

除
に

よ
り

発
生

が
抑

え
ら

れ
た

。

孵
化

最
盛

期
に

合
わ

せ
た

防
除

の
徹

底



農
作

物
名

病
害

虫
名

発
生

時
期

発
生

量
発

生
面

積
(h

a)
発

生
経

過
の

概
要

発
生

要
因

の
解

析
防

除
の

概
要

べ
と

病

平
年

：
や

や
早

い
前

年
：
や

や
早

い
平

年
：
多

前
年

：
多

2
2
2
h
a

発
生

面
積

率
、

発
病

葉
率

と
も

に
期

間
を

通
し

て
平

年
よ

り
多

の
発

生
で

あ
っ

た
。

肥
培

管
理

及
び

湿
度

管
理

の
不

徹
底

発
生

初
期

防
除

の
不

徹
底

草
勢

管
理

薬
剤

に
よ

る
防

除
注

意
報

第
4
号

(H
3
0
.1

2
.2

5
）
発

表

灰
色

か
び

病

平
年

：
－

前
年

：
－

平
年

：
並

前
年

：
並

0
h
a

栽
培

期
間

を
通

し
て

発
生

は
見

ら
れ

な
か

っ
た

。
初

期
防

除
の

徹
底

罹
病

残
渣

の
早

期
除

去
薬

剤
に

よ
る

防
除

罹
病

果
の

持
ち

出
し

う
ど

ん
こ

病
平

年
：
並

前
年

：
並

平
年

：
並

前
年

：
並

1
1
4
h
a

栽
培

当
初

、
発

生
面

積
は

平
年

よ
り

や
や

少
な

く
１

２
月

以
降

は
平

年
並

～
や

や
多

の
発

生
で

あ
っ

た
が

、
発

生
程

度
は

期
間

を
通

し
て

お
お

む
ね

平
年

並
で

あ
っ

た
。

肥
培

管
理

及
び

湿
度

管
理

の
不

徹
底

発
生

初
期

防
除

の
不

徹
底

草
勢

管
理

薬
剤

に
よ

る
防

除

褐
斑

病

平
年

：
や

や
遅

い
前

年
：
や

や
早

い
平

年
：
や

や
少

前
年

：
や

や
少

2
1
h
a

栽
培

期
間

を
通

し
て

平
年

並
以

下
の

発
生

で
あ

っ
た

。
湿

度
管

理
の

不
徹

底
窒

素
質

肥
料

の
多

用
発

生
初

期
の

防
除

が
不

徹
底

初
期

防
除

の
徹

底
薬

剤
に

よ
る

防
除

ミ
ナ

ミ
キ

イ
ロ

ア
ザ

ミ
ウ

マ

平
年

：
や

や
遅

い
前

年
：
並

平
年

：
少

前
年

：
や

や
少

8
0
h
a

黄
化

え
そ

病
等

ウ
イ

ル
ス

病
の

媒
介

虫
対

策
と

し
て

、
定

植
時

の
粒

剤
施

用
等

が
徹

底
さ

れ
て

き
た

こ
と

か
ら

、
栽

培
期

間
を

通
し

て
少

な
い

発
生

で
推

移
し

た
。

そ
れ

に
伴

い
M

Y
S
V

の
発

生
も

抑
え

ら
れ

て
い

た
。

定
植

時
～

定
植

初
期

の
薬

剤
防

除
の

不
徹

底
薬

剤
感

受
性

の
低

下
定

植
時

の
粒

剤
施

用
薬

剤
の

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
散

布
防

虫
ネ

ッ
ト

の
設

置

ハ
ス

モ
ン

ヨ
ト

ウ

平
年

：
並

前
年

：
や

や
早

い
平

年
：
や

や
少

前
年

：
並

1
0
h
a

栽
培

期
間

を
通

し
て

平
年

並
以

下
の

発
生

で
あ

っ
た

。
施

設
開

放
時

の
侵

入
防

止
対

策
等

の
不

備
防

虫
ネ

ッ
ト

の
設

置
若

齢
期

防
除

の
実

施

モ
ザ

イ
ク

病
平

年
：
－

前
年

：
－

平
年

：
並

前
年

：
並

0
h
a

栽
培

期
間

を
通

し
て

発
生

は
見

ら
れ

な
か

っ
た

。
早

期
抜

根
等

の
実

施
土

壌
消

毒
の

実
施

抵
抗

性
品

種
の

導
入

媒
介

昆
虫

の
防

除

斑
点

病
平

年
：
遅

い
前

年
：
遅

い
平

年
：
並

前
年

：
や

や
多

4
1
h
a

1
1
月

ま
で

発
生

が
確

認
さ

れ
ず

、
1
2
月

以
降

も
平

年
並

以
下

の
発

生
で

あ
っ

た
。

施
設

内
湿

度
管

理
の

不
徹

底
発

生
初

期
の

防
除

の
不

徹
底

罹
病

葉
の

除
去

が
不

徹
底

薬
剤

に
よ

る
防

除
施

設
内

湿
度

の
適

正
管

理
罹

病
葉

の
持

ち
出

し

う
ど

ん
こ

病
平

年
：
並

前
年

：
並

平
年

：
や

や
少

前
年

：
や

や
少

5
6
h
a

栽
培

期
間

を
通

し
て

平
年

並
以

下
の

発
生

で
あ

っ
た

。
初

期
防

除
の

不
徹

底
窒

素
質

肥
料

の
多

用
薬

剤
に

よ
る

防
除

灰
色

か
び

病
平

年
：
－

前
年

：
－

平
年

：
並

前
年

：
並

0
h
a

栽
培

期
間

を
通

し
て

発
生

は
見

ら
れ

な
か

っ
た

。
初

期
防

除
の

徹
底

罹
病

果
の

早
期

除
去

薬
剤

に
よ

る
防

除

ミ
ナ

ミ
キ

イ
ロ

ア
ザ

ミ
ウ

マ
平

年
：
や

や
遅

い
前

年
：
並

平
年

：
少

前
年

：
並

1
6
h
a

栽
培

期
間

を
通

し
て

、
平

年
よ

り
も

や
や

少
～

少
の

発
生

で
あ

っ
た

。
効

果
の

高
い

化
学

薬
剤

の
散

布
天

敵
利

用
防

虫
ネ

ッ
ト

の
設

置
薬

剤
に

よ
る

防
除

生
物

農
薬

等
の

活
用

灰
色

か
び

病
平

年
：
遅

い
前

年
：
遅

い
平

年
：
少

前
年

：
や

や
少

2
h
a

期
間

を
通

し
て

平
年

並
以

下
の

発
生

で
あ

っ
た

。
施

設
内

管
理

の
徹

底
草

勢
管

理
の

徹
底

薬
剤

に
よ

る
防

除

葉
か

び
病

平
年

：
遅

い
前

年
：
遅

い
平

年
：
や

や
多

前
年

：
並

2
9
h
a

1
2
月

ま
で

発
生

は
ほ

と
ん

ど
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
が

、
1
～

2
月

に
平

年
よ

り
多

の
発

生
に

な
り

、
3
月

以
降

は
平

年
並

の
発

生
と

な
っ

た
。

発
生

初
期

の
対

応
の

遅
れ

作
業

遅
れ

に
よ

る
栽

培
環

境
の

悪
化

薬
剤

に
よ

る
防

除
抵

抗
性

品
種

の
導

入
罹

病
葉

の
持

ち
出

し
注

意
報

第
6
号

(H
3
1
.2

.2
7
）
発

表

平
成

3
1
年

産
冬

春
ピ

ー
マ

ン
H

3
0
.9

～
R

1
.6

（
栽

培
期

間
）

平
成

3
1
年

産
冬

春
キ

ュ
ウ

リ
H

3
0
.9

～
R

1
.6

（
栽

培
期

間
）

平
成

3
1
年

産
冬

春
ト

マ
ト

H
3
0
.9

～
R

1
.6

(栽
培

期
間

)



農
作

物
名

病
害

虫
名

発
生

時
期

発
生

量
発

生
面

積
(h

a)
発

生
経

過
の

概
要

発
生

要
因

の
解

析
防

除
の

概
要

黄
化

葉
巻

病
平

年
：
や

や
遅

い
前

年
：
や

や
遅

い
平

年
：
並

前
年

：
並

4
h
a

1
2
月

と
4
月

に
発

生
が

確
認

さ
れ

た
が

、
早

期
抜

根
処

理
を

行
っ

て
い

る
た

め
、

そ
の

後
の

発
生

は
確

認
さ

れ
ず

、
お

お
む

ね
平

年
並

の
発

生
と

な
っ

た
。

タ
バ

コ
コ

ナ
ジ

ラ
ミ

類
防

除
の

不
徹

底
媒

介
昆

虫
の

防
除

罹
病

株
の

除
去

及
び

適
正

処
分

コ
ナ

ジ
ラ

ミ
類

平
年

：
並

前
年

：
並

平
年

：
や

や
少

前
年

：
並

5
6
h
a

定
植

直
後

か
ら

発
生

が
み

ら
れ

た
が

、
栽

培
期

間
を

通
し

て
平

年
並

の
発

生
で

あ
っ

た
。

育
苗

～
定

植
初

期
に

お
け

る
防

除
の

不
徹

底
進

入
防

止
対

策
の

不
備

防
虫

ネ
ッ

ト
の

設
置

薬
剤

に
よ

る
防

除
薬

剤
の

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
散

布

ハ
モ

グ
リ

バ
エ

類
平

年
：
－

前
年

：
－

平
年

：
少

前
年

：
並

0
h
a

栽
培

期
間

を
通

し
て

発
生

は
確

認
さ

れ
な

か
っ

た
。

効
果

の
高

い
化

学
薬

剤
の

散
布

初
期

防
除

の
徹

底
薬

剤
に

よ
る

防
除

う
ど

ん
こ

病
平

年
：
並

前
年

：
並

平
年

：
少

前
年

：
や

や
少

8
h
a

定
植

直
後

か
ら

葉
で

発
生

が
み

ら
れ

た
が

、
栽

培
期

間
を

通
し

て
平

年
並

～
少

の
発

生
で

あ
っ

た
。

夏
季

の
高

温
に

よ
る

越
夏

量
の

減
少

親
株

床
で

の
防

除
の

不
徹

底
初

期
防

除
の

不
徹

底

薬
剤

に
よ

る
防

除
初

期
防

除
の

徹
底

古
葉

、
罹

病
葉

の
持

ち
出

し

灰
色

か
び

病
平

年
：
遅

い
前

年
：
や

や
早

い
平

年
：
や

や
少

前
年

：
並

1
h
a

2
月

ま
で

発
生

は
確

認
さ

れ
ず

、
期

間
を

通
し

て
平

年
並

の
発

生
で

あ
っ

た
。

初
期

防
除

の
徹

底
罹

病
残

渣
の

早
期

除
去

薬
剤

に
よ

る
防

除
罹

病
果

の
持

ち
出

し

炭
疽

病
平

年
：
並

前
年

：
や

や
遅

い
平

年
：
や

や
少

前
年

：
並

1
h
a

親
株

床
の

潜
在

感
染

株
調

査
で

平
年

よ
り

や
や

多
で

あ
っ

た
が

、
本

ぽ
で

の
発

生
は

平
年

並
～

や
や

少
の

発
生

で
あ

っ
た

。
育

苗
期

間
の

防
除

が
不

徹
底

、
健

全
株

の
選

抜
の

不
備

健
全

苗
の

選
抜

の
徹

底
罹

病
株

及
び

周
辺

株
の

除
去

ハ
ダ

ニ
類

平
年

：
や

や
遅

い
前

年
：
や

や
遅

い
平

年
：
や

や
少

前
年

：
並

2
2
h
a

期
間

を
通

し
て

平
年

よ
り

や
や

少
～

少
の

発
生

で
あ

っ
た

。
効

果
の

高
い

薬
剤

が
少

な
い

薬
剤

に
よ

る
防

除
早

期
発

見
に

よ
る

ス
ポ

ッ
ト

防
除

ハ
ス

モ
ン

ヨ
ト

ウ
平

年
：
並

前
年

：
並

平
年

：
少

前
年

や
や

少
1
h
a

期
間

を
通

し
て

平
年

並
～

や
や

少
の

発
生

と
な

っ
た

。
侵

入
防

止
対

策
の

不
備

薬
剤

に
よ

る
防

除
防

虫
ネ

ッ
ト

の
設

置

萎
黄

病
平

年
：
－

前
年

：
－

平
年

：
並

前
年

：
並

0
h
a

栽
培

期
間

を
通

し
て

発
生

は
見

ら
れ

な
か

っ
た

。
初

期
防

除
の

徹
底

高
温

期
の

播
種

を
避

け
る

連
作

を
避

け
る

軟
腐

病
平

年
：
並

前
年

：
並

平
年

：
並

前
年

：
や

や
多

5
7
h
a

栽
培

期
間

を
通

し
て

平
年

並
の

発
生

で
あ

っ
た

。
初

期
防

除
の

不
徹

底
発

病
株

の
放

置
排

水
を

良
く
す

る

コ
ナ

ガ
平

年
：
並

前
年

：
並

平
年

：
や

や
少

前
年

：
や

や
少

5
7
h
a

1
1
月

以
降

被
害

が
見

ら
れ

た
が

、
平

年
よ

り
や

や
少

の
発

生
で

あ
っ

た
。

初
期

防
除

の
不

徹
底

薬
剤

感
受

性
の

低
下

薬
剤

に
よ

る
防

除

ダ
イ

コ
ン

サ
ル

ハ
ム

シ
平

年
：
並

前
年

：
並

平
年

：
や

や
少

前
年

：
並

2
2
8
h
a

生
育

初
期

か
ら

被
害

が
見

ら
れ

た
が

、
平

年
よ

り
や

や
少

の
発

生
で

あ
っ

た
。

初
期

防
除

の
不

徹
底

薬
剤

に
よ

る
防

除

平
成

3
1
年

産
秋

冬
ダ

イ
コ

ン
H

3
0
.9

.～
3
0
.1

2
.

（
栽

培
期

間
）

平
成

3
1
年

産
い

ち
ご

H
3
0
.9

～
R

1
.5

(栽
培

期
間

)



（
２

）
 発

生
面

積
及

び
防

除
面

積
等

作
付

面
積

被
害

面
積

平
年

発
生

（
h
a）

甚
多

中
少

(h
a)

面
積

(h
a）

早
期

水
稲

6
,3

0
0

苗
立

枯
病

0
0

0
0

0
(同

)
6
,2

3
7

(同
)

6
,2

3
7

0
0

苗
い

も
ち

0
0

0
0

0
(同

)
5
,7

9
6

(同
)

5
,7

9
6

0
0

葉
い

も
ち

0
0

0
1
8
9

1
8
9

(同
)

5
,7

9
6

(同
)

1
1
,5

9
2

0
2
,6

2
4

穂
い

も
ち

0
0

0
7
6
2

7
6
2

(同
)

5
,7

9
6

(同
)

1
1
,5

9
2

0
2
,0

8
4

紋
枯

病
0

0
0

1
,3

3
6

1
,3

3
6

(同
)

2
,8

3
5

(同
)

2
,8

3
5

0
2
,3

3
3

白
葉

枯
病

0
0

0
0

0
0

0
0

0

ば
か

苗
病

0
0

0
0

0
(同

)
5
,6

7
0

(同
)

5
,6

7
0

0
0

心
枯

線
虫

病
0

0
0

0
0

0
0

0
0

〃
（

種
）

0
0

0
0

0
(同

)
6
,2

3
7

(同
)

6
,2

3
7

0

ご
ま

葉
枯

病
0

0
0

7
6
2

7
6
2

0
0

0
3
5
2

黄
化

萎
縮

病
0

0
0

0
0

0
0

0
0

縞
葉

枯
病

0
0

0
0

0
5
0
4

5
0
4

0
0

萎
縮

病
0

0
0

0
0

0
0

0
0

黄
萎

病
0

0
0

0
0

0
0

0
0

も
み

枯
細

菌
病

0
0

0
0

0
0

0
0

1
,9

0
3

〃
（

種
）

0
0

0
0

0
(同

)
6
,2

3
7

(同
)

6
,2

3
7

0

内
頴

褐
変

病
0

0
0

1
8
9

1
8
9

-
-

0
4
,4

5
5

稲
こ

う
じ

病
0

0
0

0
0

0
0

0
0

ﾆ
ｶ

ﾒ
ｲ

ﾁ
ｭ

ｳ
第

１
世

代
0

0
0

0
0

0
0

0

ﾆ
ｶ

ﾒ
ｲ

ﾁ
ｭ

ｳ
第

2
世

代
0

0
0

0
0

0
0

0

セ
ジ

ロ
ウ

ン
カ

0
0

0
2
,4

8
2

2
,4

8
2

(同
)

5
0
4

(同
)

5
0
4

0
4
,4

2
4

ト
ビ

イ
ロ

ウ
ン

カ
0

0
0

3
8
4

3
8
4

(同
)

5
0
4

(同
)

5
0
4

0
1
1
6

ヒ
メ

ト
ビ

ウ
ン

カ
0

0
1
,9

0
9

3
,0

5
6

4
,9

6
5

(同
)

5
0
4

(同
)

5
0
4

1
,9

0
9

6
,5

5
2

ツ
マ

グ
ロ

ヨ
コ

バ
イ

0
0

1
8
9

2
,4

8
2

2
,6

7
1

(同
)

5
0
4

(同
)

5
0
4

1
8
9

5
,0

3
3
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(h
a）

実



作
付

面
積

被
害

面
積

平
年

発
生

（
h
a）

甚
多

中
少

(h
a)

面
積

(h
a）

 　
  

 程
  

度
  

別
  

発
  

生
 面

  
積

  
 (

h
a）

延
備

　
考

農
作

物
名

病
 害

 虫
 名

計
  

　
 　

防
除

面
積

　
　

(h
a）

実

ｲ
ﾈ

ﾊ
ﾓ

ｸ
ﾞ

ﾘ
ﾊ

ﾞ
ｴ

0
0

0
0

0
0

0
0

ｲ
ﾈ

ﾋ
ﾒ

ﾊ
ﾓ

ｸ
ﾞ
ﾘ

ﾊ
ﾞ
ｴ

0
0

0
0

0
0

0
0

イ
ネ

ド
ロ

オ
イ

ム
シ

0
0

0
0

0
(同

)
1
,0

7
1

(同
)

1
,0

7
1

0

イ
ネ

ゾ
ウ

ム
シ

0
0

0
1
8
9

1
8
9

(同
)

1
,0

7
1

(同
)

1
,0

7
1

0
5
2
9

斑
点

米
カ

メ
ム

シ
類

0
0

3
8
4

2
,4

8
2

2
,8

6
6

(同
)

1
,0

7
1

(同
)

3
,7

8
0

3
8
4

3
,3

0
6

イ
ネ

ツ
ト

ム
シ

0
0

0
0

0
0

0
0

フ
タ

オ
ビ

コ
ヤ

ガ
0

0
0

0
0

0
0

0

イ
ネ

ヨ
ト

ウ
0

0
0

0
0

0
0

0

ア
ワ

ヨ
ト

ウ
0

0
0

0
0

0
0

0

コ
ブ

ノ
メ

イ
ガ

0
0

0
9
5
8

9
5
8

0
0

0
8
7
6

イ
ネ

ミ
ズ

ゾ
ウ

ム
シ

0
0

0
5
,1

5
3

5
,1

5
3

(同
)

1
,0

7
1

(同
)

1
,0

7
1

0
5
,2

7
5

ス
ク

ミ
リ

ン
ゴ

ガ
イ

0
1
8
9

2
,4

8
2

9
5
8

3
,6

2
9

(同
)

5
0
4

(同
)

5
0
4

2
,6

7
1

2
,8

2
0

普
通

期
水

稲
9
,8

7
0

苗
立

枯
病

0
0

0
0

0
(同

)
9
,6

8
2

(同
)

9
,6

8
2

0
0

苗
い

も
ち

0
0

0
0

0
(同

)
8
,9

9
8

(同
)

8
,9

9
8

0
0

葉
い

も
ち

0
0

0
1
,9

0
8

1
,9

0
8

(同
)

8
,9

9
8

(同
)

1
7
,9

9
5

0
5
,9

7
3

穂
い

も
ち

0
0

6
1
1

4
,8

9
0

5
,5

0
1

(同
)

8
,9

9
8

(同
)

1
7
,9

9
5

6
1
1

6
,9

5
0

紋
枯

病
0

0
0

5
,0

0
9

5
,0

0
9

(同
)

6
,8

4
6

(同
)

6
,8

4
6

0
4
,9

6
0

白
葉

枯
病

0
0

0
0

0
0

0
0

0

ば
か

苗
病

0
0

0
0

0
(同

)
8
,8

0
2

(同
)

8
,8

0
2

0
0

心
枯

線
虫

病
0

0
0

0
0

0
0
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８）有害動植物発生予察事業実施状況

（１）発表情報一覧(警報、注意報、特殊報、防除情報）

情報の種類 番号 発令月日 対象作物 対象病害虫 情報内容

警報 1号 8月 19日 普通期水稲 トビイロウンカ 次ページ以

降を参照

注意報 1号 4月 19日 早期水稲 スクミリンゴガイ

2 号 6月 20日 早期水稲 斑点米カメムシ類

3号 7月 18日 野菜・花き類 ハスモンヨトウ

4号 8月 1日 普通期水稲 トビイロウンカ

5号 11月 25日 冬春ピーマン ヒラズハナアザミウマ

6号 12月 24日 冬春きゅうり キュウリ黄化えそ病

7号 12月 24日 冬春トマト トマト黄化葉巻病

防除情報 1号 5月 29日 施設野菜（きゅう 施設野菜の病害虫（アザミ

り、ピーマン、ト ウマ類、コナジラミ類、ハ

マト、イチゴ） ダニ類）

2号 6月 25日 サツマイモ サツマイモ腐敗対策

3号 7月 2日 サトイモ サトイモ疫病初発情報

4号 7月 23日 普通期水稲 海外飛来性害虫の動向

5号 8月 30日 普通期水稲 トビイロウンカ

6号 10月 28日 冬春果菜類（きゅ ウリ類黄化えそ病、トマト黄

うり、ピーマン、 化葉巻病、ウリ類退緑黄化病

トマト他）

7号 1月 27日 冬春ピーマン タバココナジラミ

8号 3月 24日 早期水稲 スクミリンゴガイ

9号 3月 24日 冬春ピーマン ヒラズハナアザミウマ

10号 3月 24日 冬春きゅうり キュウリベと病

特殊報 1号 7月 12日 飼料用トウモロコシ ツマジロサクヨトウ

2号 7月 26日 ソルガム ツマジロクサヨトウ



警報 警報 警報 警報 警報 警報 警報 警報 警報

２６１５０－１４３４
令和元年８月１９日

各関係機関の長
各病害虫防除員 殿

宮崎県農政水産部長

令和元年度病害虫発生予察警報第１号について

令和元年度病害虫発生予察警報第１号を発表したので送付します。

令和元年度病害虫発生予察警報第１号

令和元年８月１９日
宮 崎 県

病害虫名 トビイロウンカ

作物名 普通期水稲

１．発生地域 県内全域

２．発生時期 －

３．発生程度 多

４．警報発令の根拠
（１）県では注意報第4号（令和元年8月1日付け）を発表し、トビイロウンカに対
する防除徹底を啓発したところである。しかし、8月中旬に実施した巡回調査の
結果、依然として発生地域は拡大し、生息密度も高まっている（図1、2）。

（２）8月中旬の巡回調査における発生面積率75.6%は過去10年間で最も高く、坪
枯れ等の被害が発生した平成25年度（トビイロウンカに対する警報を発表）より
も高い。株当たり虫数1.36頭は過去10年間で平成25年度に次いで多い（図3、4）。
特に西諸県における生息密度は急激に高まっており、発生面積率100%、株当た
り虫数5.81頭となっている（表1）。

（３）産卵数の多い短翅型雌成虫の株当たり虫数0.14頭は過去10年間で最も多い（図
5）。特に西諸県では、短翅型雌成虫の株当たり虫数が0.47頭となっており、要防
除水準を大きく上回っている（表1、要防除水準：8月上旬～9月中旬の短翅型雌
成虫株当たり0.2頭）。

（４）鹿児島地方気象台が8月8日に発表した向こう１か月の気温（8月10日～）は
高い確率が70％、降水量は平年並または少ない確率が70%と予想されていること
から、本種の増殖に好適な状況が続くと考えられる。



図1.発生面積率 図2.株当たり虫数

図3.発生面積率の年次推移推移 図4.株当たり虫数の年次推移

図5.短翅型雌成虫の株当たり虫数

表1.地域ごとのトビイロウンカ発生状況

要防除水準：短翅型雌成虫0.2頭／株

４．防除上の注意
（１）トビイロウンカは水田に定着後2～3世代増殖を繰り返し、急激な密度上昇に
より収穫期頃に大きな被害を及ぼす。防除適期は幼虫期前半であるが、地域やほ
場によって発生状況にばらつきがあるので、ほ場をよく観察し、水稲の株元に成
虫及び幼虫を確認した場合は速やかに防除を行う（写真2参照）。ただし、注意報
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県北 18 61.1 0.17 0.04 74.1

東諸 5 100.0 0.55 0.14 81.8

北諸 10 70.0 0.35 0.05 54.5

西諸 8 100.0 5.81 0.47 89.4

県全体 41 75.6 1.36 0.14 81.7

トビイロウンカ成虫
短翅雌率(%)

調　査
地点数

発生面積率
(％)

株当虫数
(頭)

短翅型雌成虫の
株当虫数
(頭)



4号の発表以降に本田防除を行っていないほ場については、直ちに防除を行う（図
6参照）。

（２）本年は複数回の飛来が確認されているため、様々な生育ステージのトビイロ
ウンカが混在している。既に本田防除を行ったほ場においても、その後の発生状
況を確認し、密度が高ければ直ちに追加防除を行うなど、防除の徹底を図る。

（３）薬剤が本種の生息する株元まで十分到達しない場合には、十分な防除効果が
得られない恐れがあるので丁寧な散布を行う。

（４）飼料用稲の防除に当たっては、「稲発酵粗飼料生産・給与技術マニュアル」（平
成26年12月第6版、平成30年12月19日一部改正）及び「飼料として使用する籾米
への農薬の使用について」（平成21年4月20日付け21消安第658号、21生畜第223号
関係課長通知、平成30年12月19日一部改正）、「飼料の有害物質の指導基準及び管
理基準について」（昭和63年1月14日付け63畜 B 第2050号畜産局長通知、平成30年
12月19日一部改正）に沿って、適期防除に努める。

図6.トビイロウンカの発生世代予測図（2019年8月6日作成）

1.6月29日、7月10日、7月20日頃に飛来したウンカを起点とし、有効積算温度と宮崎市のアメダス

データ（8月5日まで実測値、それ以降は平年値）を用いて作成した。

2.各飛来波に対する防除の重要度は、移植時期によって異なる。

3.本虫に対しては幼虫ふ化揃い期の防除効果が最も高い。

4.気象経過に応じて、実際のトビイロウンカの生育ステージと異なる場合がある。

※発生世代予測は「有効積算温度による海外飛来性害虫の発生予測支援システム Ver.600(S.Teramoto)」
により算出。

・その他詳細については、西臼杵支庁・各農林振興局（農業改良普及センター）、
総合農業試験場生物環境部、病害虫防除・肥料検査センター等関係機関に照会し
てください。

・6月1日から8月31日の3か月間、農薬危害防止運動を実施しています。ラベル表示の
内容を十分に確認し、農薬使用基準を守って農薬散布を行い、危害防止に努めまし
ょう。

＜連絡先＞
宮崎県農業経営支援課 戸高、田村
TEL:０９８５－２６－００６８
FAX:０９８５－２６－７３２５
ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：nogyokeieishien@pref.miyazaki.lg.jp

7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9

1 6 15 28 3 11 23 29 6

10 17 25 6 13 20 1 8

20 26 3 15 22 29 11

成虫成虫 卵 卵幼虫 幼虫 成虫

成虫 卵 幼虫 成虫 成虫卵 卵幼虫

成虫 成虫 成虫卵 卵 卵幼虫 幼虫 幼虫６月２９日

飛来

７月１０日

飛来

７月２０日

飛来



参考資料

過去のトビイロウンカによる被害状況

写真１．トビイロウンカによる坪枯れ（H25）
（※被害がほ場全体に拡がり、反枯れ状態となっている）

写真２．株元を集中加害するトビイロウンカの成幼虫



注意報 注意報 注意報 注意報 注意報 注意報 注意報 注意報
６０１１－１０７５
平成３１年４月１９日

各関係機関の長
各病害虫防除員 殿

宮崎県病害虫防除・肥料検査センター所長

平成３１年度病害虫発生予察注意報第１号について

平成３１年度病害虫発生予察注意報第１号を発表したので送付します。

平成３１年度病害虫発生予察注意報第１号

スクミリンゴガイの発生が多くなっています。

ほ場を観察し、適期防除に努めましょう。

１ 病害虫名 スクミリンゴガイ

２ 作 物 名 早期水稲（飼料用稲を含む）

３ 発生地域 県下全域

４ 発 生 量 多

５ 注意報の根拠

（１）４月中旬に巡回調査を行った県内33ほ場の見とり調査では、スクミリンゴガイの

発生面積率は42.4%（前年32.2%、平年25.5%）と平年に比べやや多、発生程度（㎡

当貝数）は1.7頭（前年1.4頭、平年0.4頭）と平年比多の発生であった。

（２）本年の発生面積率は過去10年と比較して2番目に高く、発生程度は最も高かった。

（３）平成30年12月から平成31年2月の平均気温は10.2℃と過去10年(平均8.5℃）と比

較して最も高く、越冬中のスクミリンゴガイが低温により死亡しにくい条件であっ

た。

図１ ｽｸﾐﾘﾝｺﾞｶﾞｲの年次別発生面積率 図２ ｽｸﾐﾘﾝｺﾞｶﾞｲの年次別㎡当貝数
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４ 防除上の注意

（１）スクミリンゴガイによる水稲の被害は深水状態であるほど食害が激しいので、

活着後はできるだけ浅水管理する。

（２）水田や水路の貝は捕殺し、卵は捕殺または水中に落とす。貝に寄生虫が感染

している可能性があるため、ゴム又はビニール手袋を使用する。

（３）水路からの侵入を防止するため、水口にネットを設置する。

（４）貝の生息が多い場合は、薬剤の水面施用を実施する。施用にあたっては、灌

排水に十分注意して、水深が3cm位になるようにし、止水状態とする。

・その他詳細については、西臼杵支庁・各農林振興局（農業改良普及センター）、総

合農業試験場生物環境部、病害虫防除･肥料検査センター等関係機関に照会してく

ださい。

≪連絡先≫

宮崎県病害虫防除・肥料検査センター 黒木

Tel:0985-73-6670 Fax:0985-73-2127

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ:http://www.jppn.ne.jp/miyazaki

E-mail:byogaichu-hiryo@pref.miyazaki.lg.jp



６０１１－１２９６
令和元年６月２０日

各関係機関の長
各病害虫防除員 殿

宮崎県病害虫防除・肥料検査センター所長

平成３１年度病害虫発生予察注意報第２号について

平成３１年度病害虫発生予察注意報第２号を発表したので送付します。

平成３１年度病害虫発生予察注意報第２号

令和元年６月２０日
宮 崎 県

斑点米カメムシ類の発生が多くなっています。
防除対策の徹底を図りましょう。

病害虫名 斑点米カメムシ類

作物名 早期水稲

１．発生地域 ： 早期水稲栽培地帯

２．発生時期 ： 穂ばらみ期

３．発生程度 ： やや多

４．注意報の根拠
（１）6月中旬の巡回調査における水田ほ場でのすくい取り調査では、斑点米カメム

シ類の発生面積率は15.1%（前年33.4%、平年18.6%）で平年並、発生程度（20回振
りすくい取り虫数）は1.2頭（前年0.8頭、平年0.5頭）で平年に比べてやや多の発

生であった（図1、2）。

（２）斑点米カメムシ類の発生程度は、斑点米の発生により過去10年で最も1等米比
率が低かった平成29年産に次いで、多い状況である（図2）。

（３）6月中旬の巡回調査におけるイタリアンほ場でのすくい取り調査では、斑点米
カメムシ類の発生程度（20回振りすくい取り虫数）は49.1頭（前年43.1頭、平年42.

5頭）で平年に比べてやや多の発生であった（図3）。

図1 発生面積率の推移 図2 発生程度(20回振りすくい取り虫数)

の推移
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図3 イタリアンほ場での斑点米カメムシ類すくい取り調査結果

５．防除上の注意
(１)防除は穂揃期とその7～10日後の2回防除が基本である。高密度の場合はさらに追

加防除が必要である。

(２)本虫による被害は品質を著しく低下させ、等級格下げの重要な要因になるので、

広域の集団一斉防除に努め防除効率を高める。

(３)薬剤等その他の詳細については関係機関に照会すること。
なお、ポジティブリスト制度の施行に伴い、農薬の使用については今まで以上に厳

重な注意を払うことが必要である（ラベル表示を確認すること）。また、周辺作物
の栽培状況等に留意し、地域全体で農薬のドリフト防止に努める。

●その他詳細については、西臼杵支庁・各農林振興局（農業改良普及センター）、総

合農業試験場生物環境部、病害虫防除・肥料検査センター等関係機関に照会してくだ
さい。

●6月1日から8月31日の3ヶ月間、農薬危害防止運動を実施しています。農薬散布にあ
たっては、ラベル表示の確認を十分に行い、農薬使用基準を遵守し、危害防止に努め

ましょう。

≪連絡先≫
宮崎県病害虫防除・肥料検査センター 黒木
TEL：０９８５－７３－６６７０
Fax：０９８５－７３－７４９９
E-mail： byogaichu-hiryo@pref.miyazaki.lg.jp
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注意報 注意報 注意報 注意報 注意報 注意報 注意報 注意報
６０１１－１４０８
令和元年７月１８日

各関係機関の長
各病害虫防除員 殿

宮崎県病害虫防除・肥料検査センター所長

令和元年度病害虫発生予察注意報第３号について

令和元年度病害虫発生予察注意報第３号を発表したので送付します。

令和元年度病害虫発生予察注意報第３号

令和元年７月１８日
宮 崎 県

ハスモンヨトウが多発傾向です

病害虫名 ハスモンヨトウ

作物名 野菜・花き類

１．発生地域 ： 県内全域

２．発生時期 ： ６月～１１月

３．発生程度 ： やや多

４．注意報の根拠
（１）宮崎市、都城市、西都市及び国富町に設置しているフェロモントラップへのハ
スモンヨトウの誘殺虫数は６月第２半旬から平年を上回り、急激に増加している（図
１）。

（２）６月第１半旬～第６半旬の誘殺虫数は、宮崎市379頭（平年544頭）、都城市

707頭（平年506頭）、西都市1,069頭（平年691頭）、国富町554頭（平年418頭）と、
平年比やや少から多であり、４地点合計の誘殺頭数は平年比やや多である（表１）。
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図１ フェロモントラップへのハスモンヨトウ誘殺虫数

表１ フェロモントラップへのハスモンヨトウ誘殺虫数及び平年値との比較
（６月）

５．防除上の注意
(１)ほ場を見回り、若齢幼虫分散前の白変葉の早期発見・除去に努める。

(２)齢が進んだ幼虫では薬剤の効果が著しく低下するので、若齢幼虫期の防除が重要

である。若齢幼虫は葉裏に群生することが多いので、葉裏まで薬液がかかるように
散布する。なお、薬剤抵抗性の発達を防止するため、使用薬剤は異なる系統のもの
を用い、同一系統の薬剤の連用は避ける。

(３)施設栽培で、入り口やサイド等開口部に防虫ネット（４ｍｍ目合い以下）を展張

し、成虫の飛来・侵入を防止する。なお、防虫ネット上に産卵し、孵化した幼虫が
施設内に侵入することがあるため注意する。

(４)ほ場内や周辺の雑草は増殖源となるので除草を行う。
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月-半旬

国富（岩知野）ハスモン誘殺数

平年 前年 本年

国富町 都城市 西都市 宮崎市（農試） 4地点合計
本年値 554 707 1,069 379 2,708
昨年値 313 535 546 259 1,653
平年値 418 506 691 544 2,159
平年比 多 やや多 多 やや少 やや多



●その他詳細については、西臼杵支庁・各農林振興局（農業改良普及センター）、総
合農業試験場生物環境部、病害虫防除・肥料検査センター等関係機関に照会してく
ださい。

●6月1日から8月31日の3ヶ月間、農薬危害防止運動を実施しています。農薬散布にあ
たっては、ラベル表示の確認を十分に行い、農薬使用基準を遵守し、危害防止に努

めましょう。

≪連絡先≫
宮崎県病害虫防除・肥料検査センター 黒木
TEL：０９８５－７３－６６７０
Fax：０９８５－７３－７４９９
E-mail： byogaichu-hiryo@pref.miyazaki.lg.jp



注意報 注意報 注意報 注意報 注意報 注意報 注意報

６０１１ －１４５８
令 和 元 年 ８ 月 １ 日

各関係機関の長
各病害虫防除員 殿

宮崎県病害虫防除・肥料検査センター所長

令和元年度病害虫発生予察注意報第４号について

令和元年度病害虫発生予察注意報第４号を発表したので送付します。

令和元年度病害虫発生予察注意報第４号

令和元年８月１日
宮 崎 県

病害虫名 トビイロウンカ

作物名 普通期水稲

１．発生地域 県内全域

２．発生程度 やや多

３．発生状況と注意報の根拠
（１）7月下旬の巡回調査（41地点）における発生面積率36.6％（平年19.5％、前
年0％）、株当たり虫数0.05頭（平年0.04頭、前年0頭）であった。発生面積率、
株当たり虫数いずれも平年よりやや多で、過去10年間で３番目に多い（図1、図2）。

（２）トビイロウンカの本年度の初飛来は6月6日であった。その後、7月2～3半旬にか
け、まとまった飛来が認められた。6月1半旬から7月3半旬における予察灯のトビイロ
ウンカの累積誘殺数は70頭（平年26.6頭、前年2頭）で平年より多い（図3）。

（３）鹿児島地方気象台が7月25日に発表した向こう１か月の気温（7月27日～）は
高い確率が40％、降水量は平年並または少ない確率ともに40%とと予想されてい
ることから、本種の増殖に好適な状況が続くと考えられる。

図1.発生面積率の推移
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図2.株当たり虫数の推移

図3.予察灯におけるトビイロウンカの累積誘殺数（6月1半旬～7月3半旬）

４．防除上の注意
（１）複数回の飛来が認められるが、日別の誘殺状況及び箱施薬剤の残効を考慮し、
7月10日頃を重点防除が必要な飛来波とした。7月10日飛来分を主要飛来と想定し
た場合の防除適期（幼虫期前半）は8月4半旬～8月6半旬頃（高千穂は8月5半旬～
9月1半旬）と予想される（別紙参照）。防除を行う際は地域毎の防除適期内に行
うことが望ましい。ただし、ほ場によって発生状況にばらつきがあることから、
ほ場内をよく観察し、幼虫を多数確認した場合は速やかに防除を行う。

（２）トビイロウンカは株元に生息し、低密度であっても、その後の増殖率が高く坪
枯れを引き起こすので、薬剤は株元に十分到達するよう散布する。ただし、薬剤ご
との総使用回数や使用時期（収穫前日数）には十分に注意する。

（３）飼料用稲の防除に当たっては、「稲発酵粗飼料生産・給与技術マニュアル」（平
成26年12月第6版、平成30年12月19日一部改正）及び「飼料として使用する籾米への
農薬の使用について」（平成21年4月20日付け21消安第658号、21生畜第223号関係課
長通知、平成30年12月19日一部改正）、「飼料の有害物質の指導基準及び管理基準に
ついて」（昭和63年1月14日付け63畜 B 第2050号畜産局長通知、平成30年12月19日一
部改正）に沿って、適期防除に努める。

・その他詳細については、西臼杵支庁・各農林振興局（農業改良普及センター）、
総合農業試験場生物環境部、病害虫防除・肥料検査センター等関係機関に照会し
てください。

・6月1日から8月31日の3か月間、農薬危害防止運動を実施しています。ラベル表示の
内容を十分に確認し、農薬使用基準を守って農薬散布を行い、危害防止に努めまし
ょう。

＜連絡先＞
宮崎県病害虫防除・肥料検査センター 黒木
TEL:0985-73-6670 FAX:0985-73-2127
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.jppn.ne.jp/miyazaki
E-mail：byogaichu-hiryo@pref.miyazaki.lg.jp
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６０１１－１７９２

令和元年１１月２５日
各関係機関の長
各病害虫防除員 殿

宮崎県病害虫防除・肥料検査センター所長

令和元年度病害虫発生予察注意報第５号について

令和元年度病害虫発生予察注意報第５号を発表したので送付します。

令和元年度病害虫発生予察注意報第５号

発生量の増加により被害果の発生が懸念されます。
防除対策の徹底を図りましょう。

１ 病害虫名 ： ヒラズハナアザミウマ

２ 作 物 名 ： 冬春ピーマン

３ 発生地域 ： 県下全域

４ 発 生 量 ： 多

５ 注意報の根拠

１）11月中旬の巡回調査における発生面積率は81.9％（前年83.3％、平年46.3％）(図
１)で平年比やや多、10花当たり虫数は25.8頭（前年6.4頭、平年6.1頭）（図２）で

平年比多、寄生花率は38.9％（前年24.3％、平年15.3％）（図３）で平年比多の発生
であった。
10花当たり虫数と寄生花率については過去10年で最も高くなっている。

２）向こう１か月の気象予報では、気温は平年に比べ高い傾向であると予想されており、
ヒラズハナアザミウマの増殖に好適な条件が続くと考えられる。（鹿児島地方気象台

11月21日発表１ヶ月予報）。

図１ 発生面積率の推移 図２ 10花当たり虫数の推移
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図３ 寄生花率の推移

６ 防除上の注意
１）多発すると果実への被害が見られる場合がある。特にミナミキイロアザミウマに対
し天敵スワルスキーカブリダニを導入しているほ場において、ヒラズハナアザミウマ
の発生が多い傾向にある。高密度での防除は困難であるため、低密度のうちに防除を

行う。

２）施設内では、卵・幼虫・蛹・成虫が混在し、特に卵と蛹には薬剤がかかりにくい。

そのため最少でも７日間隔で３回の連続防除を行い、多発時は更に連続した防除を徹
底する。

３）ヒラズハナアザミウマは、主に花の内部に生息することから、薬剤防除は、薬液が
花の内部にしっかり付着するように行う。また、薬剤の付着性を高めるために、でき
るだけ展着剤を加用する。

４）ミナミキイロアザミウマとは薬剤に対する感受性が異なるので、薬剤の選択は注意
するとともに、天敵を導入している施設では、天敵に対して影響の少ない薬剤・展着

剤を選択する。

５）ピーマンの花数が減少する時期が防除適期となるので、この時期を逃さず、防除の

徹底を図る。

６）薬剤抵抗性の発達を防ぐため、同一系統薬剤の連用を避け、作用性の異なる薬剤の

ローテーション散布に努める。

７）青色粘着トラップを生長点付近に200枚以上／10ａ設置し、誘殺による密度低下を

図る。
ただし、株が繁茂する前に設置しないと効果が十分に得られない場合があるので、

早めに設置する。

７ その他
その他詳細については、西臼杵支庁・各農林振興局（農業改良普及センター）、総合

農業試験場生物環境部、病害虫防除・肥料検査センター等関係機関に照会してください。

宮崎県総合農業試験場病害虫防除・肥料検査課

（病害虫防除・肥料検査センター） 黒木、松浦
TEL：0985-73-6670 FAX：0985-73-2127
E-mail：byogaichu-hiryo@pref.miyazaki.lg.jp
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注意報 注意報 注意報 注意報 注意報 注意報 注意報

６０１１ －１８８５－１
令和元年１２月２４日

各関係機関の長 殿
各病害虫防除員 殿

宮崎県病害虫防除・肥料検査センター所長

令和元年度病害虫発生予察注意報第６号について

令和元年度病害虫発生予察注意報第６号を発表したので送付します。

令和元年度病害虫発生予察注意報第６号

きゅうりの黄化えそ病の発生が見られます。適切なほ場管理と適期防除に努
めましょう。

１ 病害虫名 キュウリ黄化えそ病
病原ウイルス：Melon yellow spot virus（MYSV)
媒 介 虫：ミナミキイロアザミウマ

２ 作物名 冬春きゅうり

３ 発生地域 県下全域

４ 発生程度 多

５ 注意報の根拠
（１）12月中旬の巡回調査（15地点）における発生面積率26.7％（平年10.8％、前
年5.9％）、発病株率0.8%（平年0.1%、前年0.1%）であった。発生面積率、発
病株率いずれも平年比多で、本年を含む過去10年間で最も多い（図1、図2）。

（２）本病を媒介するミナミキイロアザミウマの12月中旬の巡回調査（15地点）におけ
る発生面積率6.7%（平年23.1%、前年0%）は平年比やや少、百葉当たり虫数0.1頭
（平年1.7頭、前年0頭）は平年比少である。

（３）鹿児島地方気象台が12月19日に発表した向こう１か月の気温（12月21日～）
は高い確率が70％で、ミナミキイロアザミウマの増殖及び活動に好適な状況が
続くと考えられる。

図1.発生面積率の推移 図2.発病株率の推移

６ 防除上の注意
（１）栽培期間中は定期的な薬剤散布、天敵や微生物殺虫剤の活用等によりミナミ

キイロアザミウマの徹底防除を行う。
（２）施設内に粘着板を設置し、ミナミキイロアザミウマを物理的に防除する。
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（３）雑草は、ミナミキイロアザミウマの生息・増殖場所となるため、施設内及び
ほ場周囲の除草を徹底する。

（４）発病株を確認した場合は速やかに抜き取り、ほ場外に持ち出し埋却処分する
か、ビニール袋等に入れて完全に枯れるまで密封処理する。

（５）改植時の留意点
①前作きゅうりの栽培を終了する前に、殺虫剤散布や蒸し込みを行いミナミキイロ
アザミウマの密度低下に努める。栽培を終えたらハウス内の除草を徹底するとと
もにきゅうりを完全に抜根する。蒸し込み期間中は粘着板を設置し成虫を捕殺す
る。

②後作きゅうりの定植時には必ず粒剤もしくは潅注剤を施用する。
③苗の購入の際は、病害虫の発生状況を十分確認する。ミナミキイロアザミウマが
寄生していたり被害痕が多い苗は避けるとともに、ウイルス病の発生が疑われる
ときは直ちに株を廃棄する。
また、農薬の散布履歴を確認し、育苗期に粒剤の使用がない場合は直ちに施用

する。

７ その他
その他詳細については、西臼杵支庁・各農林振興局（農業改良普及センター）、総

合農業試験場生物環境部、病害虫防除・肥料検査センター等関係機関に照会してくだ
さい。

＜連絡先＞
宮崎県病害虫防除・肥料検査センター 黒木、松浦
TEL:0985-73-6670 FAX:0985-73-2127
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.jppn.ne.jp/miyazaki
E-mail：byogaichu-hiryo@pref.miyazaki.lg.jp



 注意報  注意報  注意報  注意報  注意報  注意報  注意報  注意報  

                            ６０１１－１８８５－２ 
                            令和元年１２月２４日 
 
各関係機関の長殿 
 
各病害虫防除員殿 
                    宮崎県病害虫防除・肥料検査センター所長 
 

令和元年度病害虫発生予察注意報第 7 号につい 
 
 令和元年度病害虫発生予察注意報第 7 号を発表したので送付します。 
 
 

令和元年度病害虫発生予察注意報第７号 

 
トマトの黄化葉巻病の発生が見られます。適切なほ場管理と適期防除に努めましょう。 
 

１ 病害虫名 ： トマト黄化葉巻病 

病原ウイルス：Tomato yellow leaf curl virus；TYLCV 

          媒 介 虫：タバココナジラミ 

 

２ 作 物 名 ： 冬春トマト（ミニトマトを含む） 

 

３ 発生地域 ： 県下全域 

 

４ 発 生 量 ： やや多 

 

５ 注意報の根拠 

（１）12 月中旬に実施した巡回調査（10 地点）において、黄化葉巻病の発生面積率は、

10.0%（前年 10.0%、平年 4.3%）で平年よりやや多、発病株率 は、0.9%（前年 0.1%、

平年 0.1%）で平年より多の発生であった（図１）。 

 

（２）本病を媒介するタバココナジラミの 12 月中旬の巡回調査（10 地点）における発

生面積率 60.0%（前年 30.0%、平年 44.7%）で平年よりやや多、百葉当たり虫数 0.6

頭（前年 0.4 頭、平年 1.7 頭）で平年よりやや少の発生である。 

 

（３）鹿児島県地方気象台が 12 月 19 日に発表した向こう１か月の気温（12 月 21 日～）

は高い確率が 70%で、タバココナジラミの増殖及び活動に好適な状況が続くと考え

られる。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

図１．黄化葉巻病の発生面積率(左)と発病株率(右)の推移 



６ 防除上の注意 

（１）ハウスの開口部(サイド、谷部など)には目合い 0.4mm 以下の防虫ネットを設置す
る。すでに設置しているハウスについては、隙間等がないか再度点検し、必要に応
じて補修する。 

（２）ハウス内に黄色粘着板トラップを設置し、コナジラミ類の早期防除に努める。 
（３）ハウス内の発病株は伝染源となる。見つけ次第直ちに抜き取り、施設外に持ち出

し適切に処分する。 
（４）抵抗性品種であっても伝染源となるため、感受性品種と同様に防除を行う。 
（５）ハウス周辺及び内部の雑草は、タバココナジラミの生殖・増殖場所となる。栽培

期間中は定期的に除草する。 
（６）野良生えトマトは、重要な伝染源となるので、抜き取り土中に埋める等適切に処

分する。 
（７）タバココナジラミの有効な薬剤に対する抵抗性の発達を回避する観点から、同一

系統薬剤の連用は避け、ローテーション散布を心がける。 

 
７ その他 

その他詳細については、西臼杵支庁・各農林振興局（農業改良普及センター）、総合
農業試験場生物環境部、病害虫防除・肥料検査センターなど関係機関に照会してくださ
い。 

 

《連絡先》 

                   宮崎県総合農業試験場病害虫防除・肥料検査課 

                   （病害虫防除・肥料検査センター）松浦・黒木 

                    TEL：0985-73-6670  FAX：0985-73-2127 

                    E-mail：byogaichu-hiryo@pref.miyazaki.lg.jp 

 



６０１１－１１９６
令和元年５月２９日

各関係機関の長
各病害虫防除員 殿

宮崎県病害虫防除・肥料検査センター所長

平成３１年度病害虫防除情報第１号

施設野菜の病害虫対策について、各地域の発生状況を把握しながら適切な防除指導をお
願いします。

栽培終了時の蒸し込みと残さ処理を適切に行い、次期作付け

のための病害虫対策を徹底しましょう。

１ 作物名 施設野菜（きゅうり、ピーマン、トマト、イチゴ）

２ 病害虫名 施設野菜の病害虫（主にアザミウマ類、コナジラミ類、ハダニ類、
土壌病害虫）

３ 発生状況（経過）

施設野菜の４月の巡回調査結果は以下の通りであった。

（１）冬春きゅうり

・ミナミキイロアザミウマ
発生面積率：62.5％（前年45.5％、平年67.5％） 平年並
100葉当たり虫数：48.3頭（前年10.7頭、平年203.4頭） 平年よりやや少

図1 発生面積率の推移 図２ 100葉当たり虫数の推移

・黄化えそ病（ＭＹＳＶ）
発生面積率：12.5％（前年0.0％、前々年33.3％）過去９カ年間で５番目に多い
発病株率：0.001％（前年0.0％、前々年0.2％） 過去９カ年間で５番目に多い

図３ 発生面積率の推移 図４ 発病株率の推移



（２）冬春ピーマン

・ミナミキイロアザミウマ
発生面積率：8.3％（前年0.0％、平年48.8％） 平年より少
10花当たり虫数：0.3頭（前年0.0頭、平年2.2頭） 平年より少

図５ 発生面積率の推移 図６ 10花当たり虫数の推移

・ヒラズハナアザミウマ
発生面積率：75.0％（前年66.6％、平年53.7％） 平年より多
10花当たり虫数：17.5頭（前年19.8頭、平年16.4頭） 平年並

図７ 発生面積率の推移 図８ 10花当たり虫数の推移

（３）冬春トマト

・タバココナジラミ
発生面積率：30.0％（前年20.0％、平年41.8％） 平年よりやや少
100葉当たり虫数：2.9頭（前年0.8頭、平年7.6頭） 平年並

図９ 発生面積率の推移 図10 100葉当たり虫数の推移

（４）イチゴ（３月調査）

・ハダニ類
発生面積率：58.3％（前年83.4％、平年78.2％） 平年よりやや少
寄生株率：15.6％（前年24.0％、平年26.0％） 平年よりやや少

図11 発生面積率の推移 図12 寄生株率の推移



・ヒラズハナアザミウマ
発生面積率：58.3％（前年8.3％、平年19.2％） 平年より多
寄生花率：8.7％（前年0.2％、平年3.3％） 平年より多

図13 発生面積率の推移 図14 寄生花率の推移

４ 防除上の注意

１）アザミウマ類、コナジラミ類、ハダニ類

① いずれの害虫も薬剤感受性の低下が報告されるなど、栽培期間中の防除が困難と
なってきている。次作での発生を抑制するためには、栽培終了時の施設外への飛散
を防止し、感受性低下個体群の野外への定着を防ぐことが重要である。

② 栽培終了時には、作物及び雑草は株を抜根し、すぐに施設を密閉して蒸し込みを
行う。蒸し込み期間はアザミウマ類の蛹が羽化する期間を考慮して、少なくとも10
日間以上を確保し、病害虫の拡散防止を徹底する。

③ ほ場周辺やほ場内の雑草は害虫の発生・増殖源となるので、ハウス内外、栽培地
周辺の除草を徹底する。

④ ミナミキイロアザミウマが媒介するキュウリ黄化えそ病（ＭＹＳＶ）の防除対策
では特に、周辺へのウイルス拡散防止を目的に、栽培終了時には必ず防除と蒸し込
みを行い、生き残ったミナミキイロアザミウマを死滅させる。具体的には、ミナミ
キイロアザミウマの防除を行ってから株を抜根した上で、施設を密閉して20日間蒸
し込む。

２）土壌病害虫

① 作物残さは施設外に持ち出し適切に処分する。残さ処理の終わったほ場は、改良
太陽熱消毒法などによりほ場の隅々まで土壌消毒を行う。天候不順などで、改良太
陽熱消毒法の防除効果が十分に望めない時は、薬剤による土壌消毒を実施する。

② 土壌病害が発生したほ場で、くん蒸剤などの土壌消毒剤を使用する場合は、残さ
を分解させた後に処理することで高い防除効果が得られる。

③ 施設内で使用した資材・農機具などについても消毒を行うなど、徹底して病原菌
や線虫など土壌病害虫の密度を減らすことが重要である。

●その他詳細については、西臼杵支庁・各農林振興局（農業改良普及センター）、総
合農業試験場生物環境部、病害虫防除・肥料検査センターなど関係機関に照会して
ください。

●６月１日から８月３１日までの３か月間、農薬危害防止運動を実施します。農薬散
布にあたっては、ラベル表示の確認を十分に行い、農薬使用基準を遵守し、危害防
止に努めましょう。

《連絡先》
宮崎県病害虫防除・肥料検査センター 森下 吉留(雅)
TEL :0985-73-6670 FAX :0985-73-2127
E-mail：byogaichu-hiryo@pref.miyazaki.lg.jp
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.jppn.ne.jp/miyazaki



６０１１－１３０３
令和元年６月２５日

各関係機関の長
各病害虫防除員 殿

宮崎県病害虫防除・肥料検査センター所長

平成３１年度病害虫防除情報第２号

サツマイモ茎・根腐敗症状対策について、各地域の発生状況を把握しながら適切な防除指導
をお願いします。

本年産サツマイモ栽培において、サツマイモつる割病や
基腐病などの茎や塊根の腐敗症状に関与する病害の発生が確認さ
れています。
地域の発生状況を踏まえて、適切な防除対策を実施しましょう。

１ 作物名 サツマイモ

２ 病害虫名 つる割病、基腐病、乾腐病、茎根腐細菌病

３ 発生状況
１）県内の平成30年産サツマイモにおいて、地際の茎や塊根が腐敗するほ場が散見され
問題となった（図１,２）。

２）その原因の一つとして、既知のつる割病や茎根腐細菌病に加え、県内初確認の基腐
病と乾腐病（平成30年度病害虫発生予察特殊報第４号）などの病原菌の関与が疑われ
ている。

３）令和元年産のサツマイモでは、当センター巡回調査ほ場において、６月６日に基腐
病の発生が確認された（図３）。また、他のほ場においてもつる割病や基腐病などの
発生が確認され、今後の発生拡大が懸念される（図４，５）。

４）向こう１か月（６月20日～）の九州南部の季節予報（鹿児島地方気象台６月13日発
表）では、平年と比べ曇りや雨の日が多い見通しであり、各種病害の発生に好適な環
境が続くと考えられる。

４ 防除上の注意
１）各種病害とも排水不良のほ場において多発すると考えられるので、各ほ場外への排
水を促すため、排水用の溝を必ず設置する。

２）発病株（つるや塊根）は速やかに抜き取り、ほ場や周辺に残さないようにする。

《連絡先》宮崎県総合農業試験場 病害虫防除・肥料検査課
（病害虫防除・肥料検査センター） 黒木・松浦
TEL：0985-73-6670 FAX：0985-73-2127
E-mail：byogaichu-hiryo@pref.miyazaki.lg.jp



図１ サツマイモ地上部の茎枯症状 図２ サツマイモ塊根腐敗
（平成30年産） （平成30年産）

図３ 当センター巡回ほ場における
サツマイモ基腐病による地際の黒変

（令和元年産）

図４ サツマイモ基腐病による地上部病徴 図５ サツマイモ基腐病による地際の黒変
（令和元年産） （令和元年産）



６０１１－１３４７

令 和 元 年 ７ 月 ２ 日

各関係機関の長
殿

各病害虫防除員

宮崎県病害虫防除・肥料検査センター所長

令和元年度病害虫防除情報第３号

サトイモ疫病について、各地域の発生状況を把握しながら適切な防除指導をお願いします。

県内でサトイモ疫病の発生が確認されました。

地域の発生状況を踏まえて、適切な防除を実施しましょう。

１ 作物名 サトイモ

２ 病害虫名 疫 病

３ 発生状況（経過）

（１）６月６半旬に県西部のサトイモほ場において疫病の発生が今期初確認された（図

１）。発生は１ほ場（品種：石川早生）でみられ、発病株率は低率であった。

（２）初確認の時期は、前年より２週間ほど遅く、前々年と同時期である。

（初発時期）本年：６月６半旬 前年：６月３半旬 前々年：６月６半旬

（３）向こう１か月（6月29日～7月28日）の九州南部の季節予報（鹿児島地方気象台6

月27日発表１か月予報）では、平年に比べ曇りや雨の日が多いと予想されており、

本病の発生に好適な条件となる可能性がある。

（４）発病後は、例年７月から８月にかけて急速に蔓延する（図２）ことから、今後の

発生動向に注意が必要である。

図１ 疫病の発病葉（上）と疫病菌の 図２ 巡回調査における発病株率の推移
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